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■中西 子とやまと鳳

7/25～8/16 京王プラザホテル開業 25周年記念展示
「江戸時代の芝居小屋」など約 600体

於 東京新宿京王プラザホテルロビー
7/19～ 10/13 世界炎の博覧会・三県交流館人形ジオラマ展示
佐賀県有田市会場・三県交流館

*福岡・佐賀・長崎三県の合同博覧会に、「トンテントン祭り」など

各県の 6つの情景を150坪の会場に約1000体の人形でジオラマ構

成する

5/18～ 11/3 アメリカ・サンタバーバーバラ美術館
「遊びのアート・人形と玩具・過去と現在」展

*中西京子作「羽衣」が招待出品

GALLERYギャラリー

■せ 。ら～る

東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-52-3黒川ビル 3F
TEL 03-3478-5230 午後 12時～8時無休

5/21～ 5/30 味岡延博人形展 (市松人形)
6/1～6/9大森小夜人形展 (木彫)*写真
7/9～7/14 相馬宏充・翔野幸知二人展 (イ
ラスト・人形)

9/1～9/8 水無川リナ人形展

■昔人形館青山ギャラリー Kl
京都市北区北大路町室町南入ル小山東大野町

69番地
TEL 075-415-1477午 後 1時～7時無休

創作人形アピールボックス

5/1～ 7/31柴倉一二三・後藤久子・太山レミ

インフォメーシ

REVIEW展覧会より

武井久美子、くら

座)、 加藤弘子、石塚亜希子

稲辺智津子、渡辺萌、

さを、小林美枝子

教室展 :菊池恵美子

ピグマリ

特別リポート

特別リポート

東京都品川

連載 人形つれづれ

「嵐の中でキラキ

ドール・フォーラ

援するためにつく

ドールズのサポー

ム・ジャパ

:員P員‖

15

不思議な生き物たちとともに広げられる小さなリュウの冒険ファン

タジー。使われる人形はどれも山本が長い時間をかけて構想、改良

を重ねたもので、その自然で細やかな動き、浮遊感覚は、新しい人形

劇として多くの親や子供にみてもらいたい。

EVENT
ストリート・アート・エキシビション#2
5/25～ 6/2  11 :00～ 19:00

大阪心斎橋ソニータワー 9 F FM802(大 阪)で公募したス トリー

ト・アーティスト・オーディションに通過したアーティストの展示・

パフォーマンス。7号で紹介したポエティ・パーティも出展、音に

反応して動くヌグミーなど「電動ヌグミー」を展示する。

主催 FM802問 い合わせ :06-354-8020

DFJ写 真展 小林美枝子
5月 14日からlヶ月間 於アテネフランセ

東京都千代田区神田駿河台 2-11 10100～ 20:30
丁EL 03-3291-3391 *以後山田富子、大槻和子を予定

卜により
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スタジュール

■創作人形展 夢のつばさ (写真)
木村宏美と仲間たち

5/28～ 6/2

10100～ 18:00(最終 16時 )
クラフト&ギャラリー幹 2F
岡山県倉敷市中央 1-6-8

TEL 086-422-7406

倉敷美観地区の大原美術館角入る100m右

側着せ替え抱き人形・市松など80体あま
りを展示

■大槻和子個展「ほほえみ IV」

(写真)6/3～ 6/9

ギャラリー大江

中央区銀座 6-9-16ロ シェビル ]F TEL
03-3571-6480

■昔人形コレクション博多展
6/15へ 1́7 10:00～ 18:00
警固 (けご)神社

福岡市中央区天神 2-2-20

TEL 092-771-8551

併催 創作人形アピールボックス 中島博子 蓮尾恵・安原吟子
縮緬細工 末次由美子・轟すず
人形とワインとおしゃべりのタベ

6/16(日 )18:00～  :香 りとミニ・ピアノライプby山本有子

■世界の人形展 (写真)

アンティークドールから現代創作人形まで

6/24～ 6/29

東京日本橋丸善4階ギャラリー

*ア ンティークドール、海外レプリカに加え

創作人形も出品。海外ではダイアナ・エフ

ナー、イングリッド・ウインター、国内から

は三輪輝子、福島弘太郎、小林美枝子、若月

まり子、滝康子が出品。他にスペイン、イタ

リア製磁器人形など。

■抱き人形二人展

7/11～ 7/16

丸井今井札幌店 札幌市
丸井今井大通り館 8F
丁EL 011-205-1151

市松人形師 藤村明光

中央区南―条西 2丁 目

アートサロン

創作人形 長谷川裕子が出品

■秋への風 人形展 (写真)
8/1～8/6 10:00～ 19130
(日曜 7時迄・最終 4時迄)

プランタン銀座5F 読売サロン
東京都中央区銀座 3-2-1

丁EL 03-3567-()077

秋の森をテーマとした会場に、所由紀子、

高橋操など26名の作品を展示

インフォメーション
FILM映画 B00K

賢治ワール ド

平凡社 2800円

結城美栄子作品集

4月 24日 に発売された陶人形でユ

ニークな創作を発表し続ける女優・

陶芸作家の結城美栄子の作品集。今

年で生誕 100年を迎える宮沢賢治の
銀河鉄道の夜、セロ弾きのゴーシュ、

注文の多い料理店などをテーマに制

作された 100点の作品では、作者の
自由奔放な感性が存分に発揮されて

いる。五十嵐真の写真・CGで魅力的
に演出され、一冊の絵詩集としても

楽しめる要素がある。128頁全カ
フー。

THEATER人 形劇
リュウのオールド
6/10 18:30, 6/11  15:30
ヴアンテホール 渋谷区千駄ヶ谷 4-6-15
丁EL 03-3796-2486前 売 。当日共 2000円  ペア3800円
主催・問合 人形芝居かわせみ座 03-3338-4205
大人にも楽しんでもらえる舞台づくりをめざす人形師山本由也 (ヨ

シヤ・ヤマモト)の率いるかわせみ座の公演。円形舞台の上で森の

ストリート・オブ・

クロコダイル

(ニュープリントによるリバイ

バル上映)

他 3作品同時上映 全75分 監督
ブラザーズ・クエイ

6/1～ 6/28 連日午後 9時より
レイト・ロードショー

ユーロスペース 2(渋谷駅南口下車 2分 JTB前さくら通り上る)
TEL 03-3461-0211大 人 1500円 学生 1200円 前売 1300円
煤け、所々壁のはがれた廃墟のような建物の立ち並ぶ薄暗い町
…「大鰐通り」 (ス トリート・オブ・クロコダイル)に迷い込んだ一

人の男は、寂れた人形館 に足を踏み入れる。そこで男は踊る釘や内

蔵を持つ時計、頭に電球をつけた少年といった怪奇的で幻想的な出

来事を目撃し、やがては自分自身も巻き込まれ ていく。公開と同時

にカル ト・ムービーの最高峰として世界的に高い評価を得た代表作
「ストリート・オブ・クロコダイル」を始め、どの作品も怪物的でグ

ロテスクな造形をした人形たちが登場するが、それが逆に悪趣味寸

前の退廃的な美しさを醸し出している。はっきりとしたストーリー

仕立てではなく、テーマに沿ってパフォーマンスが続くといった内

容なので、難しく考え込むことな く人形たちの繰り広げる幻想美の

世界を満喫できるだろう。 クエイ兄弟はロンドンの王立美術学校出
身の一卵性双生児。アート映画、舞 台美術の世界ではかなり有名な

存在である。 (小磯洋)

*同劇場では昼間はクエイ兄弟の第 1回長編劇映画「ベンヤメンタ

学院」を上映。
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浜いさを

この 4月 に、浜いさを氏はストライプハウス美術館で恒例の個

展を終了した。今回はされこうべを主なるモチーフとし、氏独

特の自い陽炎のような形と黒い鋭角の三角形との組み合わせ

で、「存在証明」のテーマに追った。来年は紀ノ国屋画廊での

個展が控えている。芸術新聞社よリエッセイ集 「人形のモノ

ローグ」 (仮題)も出版予定

作品の素材は桐塑。40cmか ら 120 c m大 。
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写真左上 :小林美枝子 中 :く ら田たまえ (金太郎元気 桃太郎勇気)下 :稲辺智津子 右下 :天田和子 (菊池恵美子人形教室展)
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武
井
久
美
子
人
形
展

ド
リ
ー
ム

・
ダ
イ
ア
リ
ー

一
月
二
十
五
日
～
二
月
二
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
メ
リ
ア

円
錐
の
頂
点
に
椅
子
の
足
を

一
本

の
せ
、
そ
の
ま
た
椅
子
の
背
の
て
っ

ぺ
ん
に
片
足
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

サ
ー
カ
ス
の
曲
芸
師
。
武
井
久
美
子

さ
ん
が
表
現
す
る
曲
芸
師
た
ち
は
い

つ
も
そ
ん
な
極
限
の
状
態
に
あ
る
。

だ
が
そ
の
描
写
は
あ
く
ま
で
静
か

で
、
時
を
止
め
緊
迫
感
を
取
り
除
か

れ
れ
ば
、
そ
の
不
安
定
な
形
の
み
が

目
の
前
に
存
在
す
る
の
み
だ
。
胡
粉

で
仕
上
げ
る
ト
ー
ン
を
抑
え
た
上
品

な
色
調
が
、
作
者
の
生
み
出
す
不
思

議
な
浮
遊
空
間
の
演
出
に
欠
か
せ
な

い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の

他
、
玉
乗
り
を
す
る
曲
芸
師
や
、
新

作
の
ド

リ
ー
ム
・ダ
イ
ア
リ
ー

（写

真
八
頁
）
を
み
て
も
、
何
か
深
い
思

索
に
誘
惑
さ
れ
そ
う
な
魅
力
的
で
不

思
議
な
光
景
で
あ
る
。

く
ら

田
た
ま
え
展

　

笑
門
来
福

一
月
二
十
四
日
～
二
月
四
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
旬

（東
京

・
広
尾
）

正
月
に
ち
な
み
、
十
セ
ン
チ
大
の

縮
緬
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
鬼
や
お
多

福
、
招
き
猫
な
ど
め
で
た
く
楽
し
そ

う
な
小
さ
な
世
界
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

旬
の
洗
練
さ
れ
た
和
風
空
間
の
そ
こ

こ
こ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
雛

祭
り
も
近
い
か
ら
か
、
め
か
し
込
ん
だ

お
多
福
が
雛
壇
に
飾
ら
れ
、
ど
れ
ひ
と

つ
を
と
っ
て
も
表
情
が
異
な
る
の
を
見

る
と
、
こ
れ
だ
け
の
世
界
を
ま
と
め
あ

げ
、
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
他
の
会
場
で

も
発
表
を
行
う
作
者
の
パ
ワ
ー
は
ど
こ

か
ら
く
る
の
だ
ろ
う
と

い
つ
も
敬
服

し
て
し
ま
う
。
フ
ア
ン
が
定
着
し
、
初

日
は
ラ
ッ
シ
ュ
並
の
混
雑
だ

っ
た
と
い

う
が
、
そ
れ
も
納
得
の
い
く
話
で
あ

る
。

加
藤
弘
子
人
形
展

一
月
二
十
日
～
二
月
五
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ド
ゥ
シ
ャ
ル
ム

中
央
に
配
し
た
赤
い
着
物
の
少
女
の

生
き
人
形
が
印
象
的
で
あ
る
。
今
は
写

実
的
な
関
節

人
形
に
興
味
が
あ
る
と

い
う
加
藤
弘
子
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
回

は
遅
す
ぎ
た
の
で
は
と
思
え
る
初
個

展
。
菊
池
恵
美
子
、
吉
田
良

一
な
ど
に

師
事
し
た
こ
と
も
あ
り
、
作
者
の
た

ど
っ
た
道
の
り
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

パ
ツ
キ
ン
グ
の
中
国
風
な
人
形
か
ら
東

西
の
関
節
の
抱
き
人
形
、
文
楽
人
形
ま

で
着
実
に
こ
な
し
、
制
作
へ
の
真
摯
な

取
り
組
み
ぶ
り
が
伺
え
る
。
テ
ー

マ
を
絞
っ
て
自
己
の
持
ち
味
を
確

認
す
れ
ば
、
更
な
る
飛
躍
が
期
待

で
き
そ
う
で
あ
る
。

石
塚
亜
希
子
人
形
展

二
月
十
三
日
～
二
十

一
日
せ
・
ら
～
る

竹
村
和
子
に
師
事
し
た
石
塚
さ

ん
の
初
個
展
。
関
節
の
抱
き
人
形

な
ど
習
作
を
含
め

今
ま
で
に
制

作
し
て
き
た
作
品
を
展
示
し
た
。

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や
デ
ザ
イ
ン
が
欧

風
や
無
国
籍
風
で
あ
っ
た
り
す
る

が
、
ベ
ー
ス
に
は
作
者
の
敬
愛
す

る
日
本
人
形
の
表
情
が
見
ら
れ

る
。
作
品
の
中
で
異
色
だ
っ
た
欧

州
の
中
世
の
騎
士
を
描
い
た
二
体

の
新
作
が
こ
れ
か
ら
の
方
向
を
ほ

の
め
か
し
て
い
る
。
全
体
的
に
丁

寧
で
慎
重
な
印
象
を
受
け
た
が
、

今
か
ら
ま
と
ま
ろ
う
と
せ
ず
に
、

新
し
い
テ
ー
マ
を
得
た
か
ら
に
は

思
い
切
っ
た
冒
険
を
す
る
と

面

白
い
と
思
う
。

松
本
昌
子
人
形
展
（写
真
八
頁
）

二
月
十
五
日
～
二
二
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
か
り
や

ア
フ
リ
カ
と
日
本
ゴ
果
て
は
そ

こ
に
と
ど
ま
ら
ぬ

「融
合
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
松
本
昌
子
さ
ん
の
作

品
三
十
体
あ
ま
り
の
展
覧
会
が
、
今

年
も
お
か
り
や
で
開
催
さ
れ
た
。
瞑

想
す
る
ポ

ー
ズ
に
日
本
や
ア
フ
リ

カ
の
様
々
な
布
き
れ
を
巻
き
付
け
、

そ
れ
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
ほ
ど
こ
し

一
体

一
体
組
み
合
わ
せ
の
妙
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
の
は
、
松
本
さ
ん
の

ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

ケ
ニ
ア
人
の
音
楽
演
奏
家
で
あ
る
ご

主
人
の
国
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
前

回
と
同
様
民
族
的
な
ク
ロ
ス
や
小
物

を
使
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
よ
り
洗

練
さ
れ
、
音
楽
的
な
方
向
性
が
強
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

フ
ア
ン
タ
ジ

ア

山
上
真
智
子
＋
Ｂ
Ｅ
Ｅ

二
月
二
十
五
日
～
二
月
二
日

ピ
ガ
原
宿
画
廊

原
宿
の
古
び
た
同
潤
会
ア
パ
ー
ト

の

一
角
を
改
装
し
た
ギ

ャ
ラ
リ
ー

の
ど
こ
か
懐
か
し
い
空
間
に
、
故
天

野
可
淡
の
人
形
教
室
の
生
徒
で
あ
っ

た
山
上
真
智
子
さ
ん
と
Ｂ
Ｅ
Ｅ
二
人

の
シ

ュ
ー
ル
な
作
品
は
、
静
か
に
と

け
込
ん
で
い
た
。
入
口
を
入
っ
て
す

ぐ
に
あ
る
ベ
ル
メ
ー
ル
を
意
識
し
た

男
女
の
下
半
身

を
球
体
関
節
で
つ

な
ぎ
合
わ
せ
た
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
作
品
が
、

大
胆
で
突
飛
な
よ
う
で
い
て
、
二
人

の
表
現

へ
の
意
欲
を
象
徴
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。
展
示
は
二
部
屋

に
分
か
れ
、
こ
の
作
品
の
あ
る
最
初

の
部
屋
で
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
的
な
作
品

を
中
心
に
作
者
名
と
タ
イ
ト
ル
を
表

記
し
て
展
示
、
奥
の
部
屋
で
は
言
葉

抜
き
で
人
形
の
は
界
に
世
界
に
浸
れ

る
よ
う
に
、
無
表
記
で
関
節
の
抱
き

人
形
が
混
在
し
て
い
る
。
だ
が
、
鋭

角
的
で
華
奢
な
印
象
の
山
上
さ
ん
の

作
品
と
、
肉
感
の
あ
る
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
作

品
か
ら
、
二
人
の
個
性
の
違
い
は
自

ず
と
見
え
て
く
る
。

稲
追
智
津
子
人
形
展
（写
真
五
頁
）

二
月
十
二
日
～
十
六
日
サ
エ
グ
サ
画
廊

意
欲
的
に
発
表
を
続
け
る
稲
邊
智

津
子
さ
ん
は
、
子
供
の
表
情
の
表
現

で
は
円
熟
の
域
に
確
実
に
達
し
つ
つ

あ
る
印
象
で
あ
る
。
白
い
ワ
ン
ピ
ー

ス
の
幼
い
少
女
が

一
人
で
ボ
タ
ン
を

は
め
た
り
靴
を
履
こ
う
と
す
る
海
外

で
も
高
い
評
価
を
得
た

「巣
立
つ
」

シ
リ
ー
ズ
の
向
か
い
に
は
、
対
称
的

に
藍
染
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
で
さ
わ
や
か

な
印
象
の

「風
物
語
」
シ
リ
ー
ズ
が

展
示
さ
れ
た
。
今
回
の
作
品
展
は
花

を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
会
場
も
生

け
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
花
が
演

出
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
花
に
ち
な
ん
だ
タ
イ
ト
ル
の
付

け
ら
れ
た
着
物

姿
の
子
供
た
ち
は
、

胡
粉
仕
上
げ
で
、
「懐
か
し
さ
だ
け

で
は
な
く
、
こ
わ
い
も
の
が
何
も
な

い
、
き
か
ん
気
の
あ
る
子
供
を
感
じ

と
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
作
者

の
言
葉
通
り
、
子
供
の
生
き
生
き
と

し
た
表
現
に
成
功
し
て
い
る
。

渡
邊
萌
人
形
展

　

少
女
の
記
憶

二
月
十
七
日
～
二
十
四
日せ

・
ら
～
る

武
蔵
野
美
術
大
学
で
日
本
画
を
専

攻
し
、
吉
田
良

一
氏
に
師
事
し
た
渡

邊
繭
さ
ん
に
と
っ
て

初
個
展
。
関

節
人
形
な
ど
十
二
点
あ
ま
り
を
展

示
。
日
本
画
の
制
作
に
伸
び
悩
ん
で

い
た
渡
邊
さ
ん
は
、
吉
田
氏
に
出
会

い
人
形
作
り
に
開
眼
。
そ
れ
以
前
も

胡
粉
で
市
松
人
形
を
作
っ
て
い
た

が
、
リ
ア
ル
な
表
情
の
関
節
人
形
を

作
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
間
、
二
人

の
子
供
に
恵
ま
れ
た
が
、
子
供
を
生

む
前
と
後
で
は
作
り
た
い
も
の
が
変

わ
っ
た
そ
う
だ
。
会
場
中
央
に
は
、

最
初
の
お
子
さ
ん

「ち
あ
き
」
ち
や

ん
を
模
し
た
嬰
児
の
人
形
が
、
実
際

に
着
用
し

た
ベ
ビ
ー
服
を
着
て
篭

の
中
に
目
を
見
開
い
て
天
丼
を
見
て

い
る
。
そ
こ
か
ら
た
ち
登
る
微
か
だ

が
確
か
な
体
温
の
よ
う
な
も
の
が
、

こ
の
作
者
の
特
徴
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
他
に
も
旧
作

の
シ
ル
ビ
ア
、

パ
ッ
ク
な
ど
、
既
に
こ
の
作
者
と
特

定
で
き
る
表
情
が
あ
る
が
、
そ
の

微
か
な
体
温
の
よ
う
な
も
の
は
共
通

で
あ
る
。
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三
人

の
お
も
ち
ゃ
箱

（石
橋
ま
り
子
・山
本
純
子
・波
田
亮
）

二
月
二
十
日
～
二
月
二
十
五
日

銀
座
芝
山
画
廊

山
本
さ
ん
の
昭
和
三
十
年
代
の
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
、
波
田
さ
ん
の
凛
と
し
た

表
情
の
美
少
女
、
石
橋
さ
ん
の
お
茶

目
で
お
し
や
れ
、
と
二
つ
の
個
性
が

調
和
し
た
楽
し
い
展
覧
会
で
あ
る
。

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
エ
コ
ー
ル
・ド
・

シ
モ
ン
で
人
形
制
作
を
学
ん
で
五
年

か
ら
十
年
と
い
う
二
人
は
、
こ
の
は

じ
め
て
の
展
覧
会
の
準
備
の
た
め
に

二
年
を
か
け
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
の
二

年
の
間
に
二
人
は
相
手
と
の
違
い
を

知
り
、
認
め
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の

方
向
性
を
よ
り
確
認
で
き
た
の
だ
ろ

う
、
こ
の
展
覧
会
を
経
て
そ
れ
ぞ
れ

が
表
現
し
た
い
も
の
を
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

展
示
は
机
で
分
け
て
壁
面
に
沿

っ

て
飾
る
の
で
は
な
く
、　
も
う
少
し

工
夫
さ
れ
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力

は
も

っ
と
光
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

く
ら
田
た
ま
え
人
形
展
（写
真
五
頁
）

金
太
郎
元
気
　
桃
太
郎
元
気

四
月
十
六
日
～
四
月
二
十
九
日

松
屋
銀
座
７
階
遊
び

の
ギ
ャ
ラ

‐―
ノー五
月
の
節
句
に
ち
な
ん
で
の
く

ら
，日
た
ま
え
の
元
気
あ
ふ
れ
る
作

品
展
。
十
五
セ
ン
チ
か

ら
二
十
五

セ
ン
チ
く
ら
い
か
、
約
四
十
五
体

の
古
布
や
縮
緬
で
つ
く
ら
れ
た
桃

太
郎
や
金
太
郎
が
小
さ
な
会
場
に

ひ
じ
め
き
あ
っ
て
い
る
。
い
つ
も

な
が
ら
ど
れ

一
つ
と
し
て
同
じ
顔

は
な
く
、
金
太
郎
、　
桃
太
郎
と
い

う
二
大
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
利
用
し

て
作
者
が
呼
び
起
こ
せ
る
だ
け
の

腕
自
少
年
の
様
々
な
シ
ー
ン
を
再

現
し
た
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
気

合
い
を
入
れ
た
り
、
お
ど
け
て
い

た
り
、
お
や
つ
を
ほ
お
ば

っ
て
い

た
り
、
こ
れ
ら
の
に
ぎ
や
か
な
金

太
郎
や
桃
太
郎
を
見
て
い
る
と

作
っ
て
い
た
と
き
の
作
者
の

一
人

笑
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

会
場
に
は
作
者
の
テ
ー
マ
に
ち
な

ん
だ
墨
絵
も
同
時
に
展
示
さ
れ
た
。

小
林
美
枝
子
の
人
形
展
（写
真
五
頁
）

四
月
二
十
五
日
～
五
月
二
日

竹
取
物
語

（東
京

・
目
白
）

竹
取
物
語
の
企
画
に
よ
る
二
十

二
回
目
の
か
ぐ
や
姫
の
会
は
、
小

林
美
枝
子
さ
ん
の
個
展
。
小
林
さ
ん

の
出
品
し
た
十
二
点
は
、
い
つ
も
の

よ
う
に
世
界
の
少
年
少
女
文
学
の
登

場
人
物

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
詩
情

あ
る
作
品
。
手
芸
を
し
た
り
思
い
思

い
に
遊
ぶ

「私
の
好
き
な
時

間
」
シ

リ
ー
ズ
や
、

「道
化
見
習
い
」
シ

リ
ー
ズ
、
他
に

「靴
の
ひ
も
を
結
ぶ

娘
」
「少
年
」
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
の
設

定
や
衣
装
、
ポ
ー
ズ
が
異
な
り
、
日

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
が
、
顔

の

表
情
の
変
化
に
乏
し
い
の
が
少
し
気

に
な
る
。
こ
の
独
特
な
憂
い
を
感
じ

さ
せ
る
顔
が
小

林
ド
ー
ル
の
大
き

な
特
徴
で
も
あ
る
の
だ
が
、
「少
年
」

や

「マ
ギ
ー
ビ
ー
ン
の
旅
立
ち
」
に

見
ら
れ
る
素
朴
さ
、
ポ
ピ
ン
レ
ー
ス

を
編
む
少
女
の
華
や
か
さ
や
細
や
か

さ
を
軸
に
、
次
に
は
こ
れ
ら
の
少
年

少
女
の
違
う
局
面
を
見
て
み
た
い
気

も
す
る
。
作
品
は
二
十
～
三
十
セ
ン

チ
大
、
パ
ツ
キ
ン
グ
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
。

教
室
展

菊
池
恵
美
子
人
形
教
室
展
（写
真
五
頁
）

二
月
六
日
～
十

一
日

司
画
廊

（東
京
国
分
寺
）

写
実
的
な
パ
ツ
キ
ン
グ
の
ポ
ー
ズ

人
形
を
指
導
す
る
菊
池
恵
美
子
さ
ん

の
人
形
教
室
展
の
出
品
者
に
は
、
十

人
が
出
品
、
三
十
セ
ン
チ
前
後
の
小

さ
な
世
界
の
中
で
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ツ

ク
で
あ
っ
た
り
、
西
洋
文
学
を
連
想

さ
せ
る
よ
う
な
情
景
を
個
性
的
に
表

現
し
て
い
る
。
レ

ベ
ル
の
高
さ
を

感
じ
さ
せ
る
作
品
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
講
師
で
あ
る
菊
池
さ
ん
は
、
今

回
宗
教
的
な
テ
ー
マ
を
意
識
し
た
東

洋
の
子
供
た
ち
の
新
作

の
シ
リ
ー

ズ
を
中
心
に
作
品
を
出
品
。
粘
土
が

主
流
の
創
作
人
形
界
の
中
で
、
こ
の

教

室
か
ら
作
家
が
巣
立
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
写
真

（五
頁
）
は
天
田

和
子
さ
ん
の
作
品
。

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
シ
モ
ン
人
形
展

三

月
七
日
～
二
月
十
二
日
紀
ノ
国
屋
画
廊

毎
年
恒
例
で

「文
化
祭
」
の
よ
う

な
も
の
、
と
い
わ
れ
る
エ
コ
ー
ル

・

ド
・
シ
モ
ン
展
に
は
生
徒
・
出
身
者

を
含
め
五
九
名
が
ひ
と
り
二
～
三
体

を
出
品
、
総
じ
て
九
十
体
あ
ま
り
が

展
示
さ
れ
、
色
鮮
や
か
で
に
ぎ
や
か

な
印
象
の
教
室
展
と
な
っ
た
。
可
愛

い
、
美
し
い
人
形

と
い
う
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
ー
ト
性
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
の

思
い
は
デ
ザ
イ
ン
や

コ
ス

チ
ュ
ー
ム
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
く
、
作
り
手
の
セ
ン
ス

の
よ

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
師
で
あ
る
四
谷

シ
モ
ン
氏
に
追
随
す
る
勢
い
の
意
欲

作
も
あ
る
。
写
真
は
、
古
城
愛
子
さ

ん
の
作
品
。

ピ
グ

マ
リ
オ
ン
人
形
展

四
月
二
日
～
十
四
日

せ

ｏ
ら
～
る

吉
田
良

一
氏
率
い
る
ピ
グ
マ
リ
オ

ン
の
教
室
展
に
は
個
展
経
験
者
も
含

め
三
十
八
名
が
参

加
、
講
師
の
吉

田
氏
、
福
島
弘
太
郎
氏
も
近
作
を
出

品
し
た
。
会
場
で
は
講
習
日
に
よ
り

展

示
を
前
期
。
後
期
に
分
け
、
約
二

週
間
の
展
示
と
な
っ
た
。
関
節
人
形

が
中
心
だ
が
、
同
教
室
で
よ
く
見
ら

れ
る
シ
ュ
ー
ル
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
ね

ら
う
作
品
の
中
で
、
固
定
ポ
ー
ズ
や

布
張
り
の
作
品
も
見
ら
れ
、
テ
ー
マ

も
様
々
で
幅
の
広
が
っ
た
印
象
が
あ

る
。
写
真
は
田
中
さ
つ
き
さ
ん
の
作

品
で
、
こ
れ
が
制
作

一
作
目
だ
そ
う

で
あ
る
。

者
の
今
後
の
方
向
を
象
徴
す
る
意
欲

的
な
実
験
作
の
展

示
が
あ
っ
た
。

中
央
に
対
称
を
な
し
て
展
示
さ
れ
て

い
る
和
洋
の
裸
体
の
女
性
像
は
、
一

体

は

「た
ま
ゆ
ら
」
と
題
さ
れ
た
女

性
像
　
（写
真
八
頁
）

で
日
本
画
的

で
、
作
者
の
女
性
の
理
想
像
で
も
あ

る
と
い
う
。
珍
し
か

っ
た
の
は
、

「ラ

・
ボ
エ
ー
ム
」
と
題
さ
れ
た
西

洋
の
女
性
像
で
、
作
者
の
作
品
と
し

て
は
珍
し
く
描
写
が
リ
ア
ル
で
、
化

粧
気
も
濃
い
。
島
村
氏
は
女
性
の
エ

ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
ひ
と
つ
の
表
現
方

法
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
表
現
し
続
け
た

い
と
語
る
。
他
に
こ
の
部
屋
で
は
皮

を
張
っ
た
男
性
の
ト
ル
ソ
な
ど
が
あ

り
、
背
中
に
は
日
本
的
に
ア

レ
ン

ジ
し
た
聖
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
の
殉
教
の

図
が
大
胆
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た

会
場
全
体
に
、
氏
の
新
し
い
表
現
方

法
と
し
て
、
写
真
に
独
自
の
方
法
で

彩
色
を
施
し
絵
画
的
に
仕
上
げ
た

フ
ォ
ト
絵
が
展
示
さ
れ
た
。

浜
い
さ
を
展

四
月
五
日
～
四
月
二
十
九
日

ス
ト
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
美
術
館

ス
ト
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
美
術
館
で
の

浜
氏
の
個
展
は
三
年
ご
と
に
開
催
さ

れ
、
今
年
は
四
回
目
で
あ
る
。
三
階

か
ら
地
下
ま
で
の
四
フ
ロ
ア
に
わ
た

り
、
氏
の
約
四
十
体
か
ら
な
る
自

一

色
の
人
形
群
が
、
ま
わ
り
に
配
さ
れ

た
黒
い
鋭
利
な
三
角
形
と
対
象
を
な

す
。
自
と
黒
に
象

徴
さ
れ
る
も
の

は
生
と
死
、
有
と
無
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「存
在
証

明
」
。
砂
漠
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
の
作
品
群
の
な
か
で
、
最

上
階
の
中
央
に
は
さ
れ
こ
う
べ
を
高

島
村
龍
児
人
形
＆
フ
ォ
ト
絵
展

（写
真
八
頁
）

四
月
二
日
～
七
日す
ペ
ー
す
小
倉
屋

前
回
の
教
室
展
同
様
、
島
村
氏
は

東
京
・
谷
中
の
町
中
に
あ
る
古
い
蔵

を
改
装
し
た
趣
の
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
個
展
の
会
場
に
選
ん
だ
。
明
治

・

大
正
・
昭
和
初
期
の
優
美
な
女
性
や

市
松
人
形
を
得
意
と
す
る
氏
の
作
風

に
は
、
ぴ

つ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
で

あ
る
。
展
示
作
品

に
は
精
力
的
な

制
作
ぶ
り
が
伺
え
る
。

奥
ま
っ
た
暗
い
展
示
室
で
は
、
作



く
掲
げ
た
テ
ー
マ
と
同
じ
タ
イ
ト
ル

の
作
品
が
あ
る
。
地
か
ら
生
え
の
び

た
よ
う

な
肉
体
を
連
想
さ
せ
る

フ
ォ
ル
ム
や
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た

体
で
そ
そ
り
立
つ
人
形
は
、
氏
の
表

現
と
し
て
な
じ
み
が
深
い
が
、
す
わ

り
込
み
対
話
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

群
が
ハマ
回
で
は
新
し
い
表
現
だ
と
い

う
。
同
会
場
の
晨
示
で
は
氏
は
い
つ

も
思
い
き
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
表
現
を
展
開

し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
日
常
を
封
鎖
す
る
意

味
で
会
場
の
器
具
・
設
備
を
梱
包
し

た
り
、
冷
蔵
庫
や
自
転
車
を
黒
塗
り

に
し
て
配
置
し
た
り
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
メ
ッ
セ
ー

ジ
性

を
強
調
す
る
氏
の
作
品
は
、
そ
の
よ

う
な
大
胆
な
構
図
を
求
め
る
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
ら
を

見
る
チ
ャ
ン
ス
を

逸
し
て
、
今
回
の
表
現
を
氏
の
表
現

活
動
の
流
れ
の

一
貫
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
筆
者
は
残
念
な
思

い
で
あ
る
。

（取
材

・
文
は
全
て
小
川
千
恵
子
）

ｌ

ｉ
竃
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写真右上 :浜いさを、 右中 :松本目子、左中 :島村籠児、 左下 ,武井久美子
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DEMI VISITS JAPAN

一゙ア ムーアの来日ヽヽ
ヽ

文・小川千恵子

0

左よ リヒンクルヒンクル氏 (左)と熱心に作品を鑑賞するデミ・ムーア

「ゴースト・ニューコークの幻」「スカーレット・レター」などで

主役を演 じたハリウッドの個性派女優デミ・ムーアが 1月 に来日し

た。彼女の現代入形 に関する情熱は有名で、本誌でも紹介した大島

和代さんの主なる作品も彼女の コレクションに収まっている。彼女

は、約 1年半後に現代人形美術館をアイダホ州に開館する予定だ。

数年前に夫君 (ブルース・ウィリス氏)がパリで彼女 へのおみやげ
として買ったミトラニの人形がきっかけで収集を始めたそうだが、今

や趣味の範疇を越えドールアート界のパトロンと呼んでもよいほど

の理解と 情熱をもって、 ドールアートの振興に貢献している。
電話は、まさに私がサーニットの講習会にでかけんと、いつもな

がら櫛で髪|をとかしながら玄関に向かうときに、鳴った。デミのア

シスタントであり、現代人形美術館の主任学芸員となるヒンクル氏

である。名前は知っていたが、話すのは初めてである。彼は、来週

日本に行くから、作家の人形を見たいという。デミとヒンクル氏は毎

号ドール・フォーラム・ジャバンを熱心に見ており、自分たちの方

向性と一致していると、内容を高く評価しての相談だった。欧米の

ドールアート界では、デミのコレクションとして購入してもらえる

ことがステ イタスとなっており、多くの作家やディーラーが接触し

たがっていることを考 えれば、知らぬ間に私のアメリカでのスライ

ドの発表やDFJを見ていて会いたいと言って下さることは本当に
栄誉であり、夢のようなことだった。

間近に見たハリウッドの大女優は、飾り気もなく気取りもせずに、

気さくに 話しかけてきた。私たちは人形を目の前にすぐに共通の話

題で打ち解けてしま った。デミは一体一体、作品まで目線を落とし、

注視しながら新人・ベテラン を問わずすべての作家・に熱心に質問を

し説明を聞き、感想を述べていく。彼女が作品をほめる言葉の中に

「パワーがある」というのが多いのが印象的だった。観賞後、彼女は

建設中の人形美術館に日本のセクションを設ける考えを明らかにし、

一同はその誠意と理解の深さに、驚きに近い感銘を覚えた。

「大人が鑑賞できる人形のアートがあるんだってことを、もっと多く

の人に認 識してもらわなければ」と熱弁を振るうデミとヒンクル氏

は、私を見ると、「ああ !チエコはよ―く分かってるはずよ !言う必

要はないわ !」 と言って笑いあった。偶然 だが互いに異境で違う時

間を過ごしながら、同じ事を考え行動する同士のような連帯感を、

その時確かに感じた。

デミは、帰国してからも撮影の合間に相変わらずパワフルに活動

しているよ うである。 2月 にはエイズ基金のためのファッション

ドールのチャリティー。オークションのホステスを務め、4月 には

2年前に惜しまれながら亡くなった 人形作家ロバート・マッキン

リーを記念する賞を受賞した。今まではうわさの 奥の存在だった彼

女がドール・シーンの前面に華やかに登場することで、この 世界が

活気づくことを喜ぶ作家やファンは多いだろう。

彼らが横浜の人形の家、与勇

輝館を回った翌 1月 23日 、私
は第一線で活躍 中の新人やベテ

ラン作家の何人かの方に声をか

け都内のホテルで面会をするこ

とになった。彼らは私たちのた

めにスケジュールを一日とると

いう歓迎ぶりだ った。前号にも

書いたが、通された部屋に今ま

で私が送ったドール・フォーラ

ム・ジャバンと、私が書いた「日

本のドールアート」という記事

のある出たばかりのドールリー

ダーがきちんと並べられている

のを見て、どんなに嬉しかっ た

かは、一緒にドール・フォーラ

ム・ ジャパンを育てて下さった

読者の方にも おわかりだと思

つ。

左より:岡田好永、所由紀子、黒沢昌子、杉田明利、高橋操、滝康子、ヒンクル、 小川、デミ ムヽーア、高橋登美子、中西弘光、中西京子、吉田良一、三輸輝子、ポエティパーティ
和田 (ユーラシア・ドールズ)
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写真の作品は、最近 19年の寿命を全うした愛猫ワンワンのためにつくられたもの。
にぎやかに、楽しいパ レー ドが、天国に上るワンワンのお供である。

カバーインタビュー

彦井路以
インタビュー・文 小川千恵子

テレビ番組のポンキッキ (フジ丁V)、 NHKの人形
劇「ピコピコポン」、「マホマホだいぼうけん」「川辺の

なかまたち」などの人形美術を担当し、人形作家とし

て大活躍された藤井路以さん。謙虚な言葉の中に、現

場の厳しさを細やかな神経と誠意で乗り越えてきたプ

ロの風格を感じる。今は作品を作ることに時間をかけ

たいという路以さんに、教室展の準備であわただしい

中お話をうかがうことができた。

IO

人
形
劇
と
の
か
か
わ
り

■
　
昨
年
ま
で
は
、
路
以
さ
ん
は

「
マ
ホ
マ
ホ
大
冒
険
」
や

「川
辺
の

仲
間
た
ち
」
な
ど
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形

劇
の
お
仕
事
で
ご
活
躍
で
し
た
ね
。

現
場
で
の
ご
苦
労
も
大
変
だ

っ
た
ん

じ

や
な
い
で
す
か
？

藤
井
　
ち
ょ
う
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇

と
い
う
も
の
が
ど
ん
ど
ん
端
っ
こ
に

追
い
や
ら
れ
て
い

っ
て
、
こ
の
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
時
代
に
、
鉄
の
棒
で

画
面
を
遮
る
よ
う
な
世
界
を
何
で
意

国

地
に
残
そ
う
と
す
る
ん
だ
と
い

う
反
対
派
の
方
の
意
見
と
か
が
渦
巻

い
て
大
変
だ

っ
た
の
で

す
。
私
は
、

人
形
劇
の
い
い
と
こ
ろ
ば
か
り
を
固

持
し
て
声
を
大
に
し
て
残
し
た
い
と

い
う

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
や

は
り
機
械
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
発

達
し
て
い
け
ば
、
や
れ
る

こ
と
も

無
限
に
広
が
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。
で
も
、
そ
う
で
な
い
荒
削

り
だ
け
ど

手
で
触

っ
た
温
か
さ
の

よ
う
な
も
の
を
、
が
ん
ば

っ
て
残
し

て
い
か
な
け
れ
ば

本
当
に
な
く

な

っ
ち
や
う
ん
だ
な
、
と
思
っ
た

ら
、
子
供
の
時
に
見
て
い
た
人
形
劇

の
断
片
的
な
シ
ー
ン
が
頭
に
ぐ
る
ぐ

る
思
い
出
さ
れ
て
き
て
、
悲
し
く

な

っ
ち
ゃ
っ
て
ね
、
せ
め
て
こ
う
い

う
表
現
が
ま
だ
あ
る
ん
で
す
よ
っ
て

見
て
い
た
だ
く
機
会
と
い
う
の
を
、

た
か
だ
か
週
に
十
五
分

で
も
、
大

げ
さ
だ
け
ど
守
れ
る
ん
だ

っ
た
ら
け

ん
か
し
て
ま
で
、
と
思
っ
て
い
た
時

期
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。

■
　
も
と
も
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
話
が
あ

る
ま
で
は
人
形
劇
を
や
つ
て
み
よ
う

と
い
う
関
心
は
あ

っ
た
の
で
す
か
？

藤
井
　
人
形
劇
と
の
関
わ
り
は
、
サ

ン
リ
オ
の
制
作
し
た
人
形
劇
映
画

「く
る
み
割
人
形
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

版
な
ん
で
す
。
そ
の
時
友
永
詔
三
さ

ん
が
人
形
を
作
り
、
私
が
衣
装
を
担

当
し
た
の
で
す
が
、
監
督
を
し
て
い

た
の
が
清
水
浩
二
さ
ん
と
い
う
ひ
と

み
座
と
い
う
人
形
劇
団
を
つ
く
ら
れ

た
演
出
家
だ

っ
た
ん
で
す
。
そ
の
清

水
さ
ん
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、
「人

形
の
家
」
と
い
う
清
水
さ
ん
の
新
し

い
人
形
劇
団
で
、
私
は
人
形
の
デ
ザ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、
舞
台
美
術
の
方

と
か
を
や
り
な
が
ら
、
映
像
で
な

く
、
生
で
人
形
劇
を
見
て
い
た
だ
く

と
い
う
仕
込
み
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら

千
葉
テ
レ
ビ
の
人
形
劇
の
仕
事
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

頃
は
ま
だ
人
形
を
作
う
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
確
か
三
回
目
の
絵
の
個
展

を
ア
メ
リ
ア
さ
ん
で
開
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
き
に
、
フ
ジ
テ
レ
ビ

の
プ

ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
が
い
ら
し
て
、

そ
の
日
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ

て
ポ
ン

キ
ツ
キ
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。
ま
た
そ
の
ポ
ン
キ

ツ
キ
の
作
品

を
見
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
が
呼

ん
で
く

だ
さ
る
こ
と
に
な

っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

お
仕
事
を
や
る
こ
と
に
な

っ
た
の

で
、
そ
れ
以
前
に
は
地
味
で
す
け

ど
、
十
何
年
か
人
形
劇
の
お
仕
事
に

美
術
家
と
い
う
立
場

で
携
わ

っ
て

い
た
ん
で
す
。

■
　
ま
っ
た
く
人
形
と
縁
が
な
か
っ

た
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
き
っ
か
け
は

人
形
劇
だ

っ
た
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。
藤
井
　
ま
た
そ
の
頃
は
、
そ
ば
に
熱

心
な
本
当
の
愧
儡
師
と
い
う
方
が
い

ら
し
た
ん
で
す
ね
。
人
形
の
目
が
ス

ラ
イ
ド
し
て
動
い
た
り
、
開
閉
、
逆

転
、
動
物
に
よ
っ
て
は
違
う
耳
の
動

き
を
し
た
り
色
々
な
か
ら
く
り
が

あ
っ
て
、
素
人
が
ち
よ
っ
と
分
か
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
つ
て
作
れ
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。
だ
か

ら
よ
け
い
に
自
分
は
デ
ザ
イ
ン
を
す

る
べ
き
人
間
で
あ
っ
て
、
作
る
人
だ

と
は
思

っ
て
も
い
な
か

っ
た

の
で

す
。
た
ま
た
ま
絵
の
個
展
の
時
に
、

空
い
た
空
間
に
立
体
物
を
飾

っ
て
み

た
ら
と
勧
め
ら
れ
て
、
子
供
が
油
土

で
つ
く

っ
た
よ
う
な
、
と
ん
で
も
な

く
ひ
ど
い
も
の
を
お
も
し
ろ
が
っ
て

並
べ
さ
せ
て
も
ら
つ
た
と
き
に
、
西

武
デ
パ
ー
ト
の
企
画
の
方
が
第

一
回

創
作
人
形
展
に
出
し
て
見
ま
せ
ん
か

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

つ
た
ん
で

す
。
そ
の
時
は
私
は
人
形
を
作
る
人

間
じ
や
な
い
か
ら
と
、
断

っ
た
ん
で

す
が
、
吉
田
良

一
さ
ん
が

「イ
ラ
ス

ト
を
描
く
人
間
が
作
っ
た
人
形
だ

っ

て
表
現
の

一
部
で
面
白
い
か
ら
出
し

な
よ
」

っ
て
い
っ
て
く
れ
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
勇
気
が
わ
い
て
二
回
目
か

ら
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
気
が

つ
い

た
ら
人
形
を
作
る
人
と
い
う
部
分
が

少
し
自
分
の
中
に
備
わ
っ
て
い
っ
た

…
と
い
う
の
が

一
番
素
直
か
な
？

■
　

一
番
最
初
に
作

っ
た
の
は
？

藤
井
　
動
物
で
す
、
全
部
。
ラ
イ
オ

ン
と
か
、
猫
も
そ
う
、
う
さ
ぎ
と

か
、
色
々
で
す
ね
。
悪
魔
と
か
、
魔

女
と
か
。
全
く
自
分
が
描
い
た
絵
と

そ
っ
く
り
の
も
の
を
作
う

て
並
べ
て

み

た
ん
で
す
ね
。
自
分
が
分
か
る

範
疇
や
、
好
き
な
も
の
を
粘
土
で
丸

め
て
作

っ
て
い
た
と
い
う
感
じ
な
ん

で
す
。
そ
の
頃
は
も
う
―
指
紋
が
付

い
た
の
を
磨
く
と
い
う
の
も
知
ら
な

い
、
着
色
も
マ
ニ
キ

ュ
ア
で
や

っ
た

り
と
か
、
従
来
の
人
形
作
り
の
ハ
ウ

ツ
ー
も
わ
か
り
ま

せ
ん

の
で
、
異

常
に
奇
怪
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
そ
れ
を
お
も
し
ろ
が

っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
が
何
人
か
い
ら
つ
し
や
い

ま
し
て
、
他
の
展
覧
会
に
も
だ
ん
だ

ん
に
誘

っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス

ヘ

■
　
や
は
り
絵
の
方
が
や
は
り
基
本

的
な
活
動
と
し
て
お
あ
り
だ
っ
た
の

で
す
ね
。

藤
井
　
そ
う
で
す
。

■
　
そ
れ
は
も
う
、
最
初
か
ら
絵
を

や
ろ
う
と
思
っ
て
？

藤
井
　
そ
う
で
す
ね
。
長
く
な
る
ん

で
す
け
れ
ど
、
小
さ
い
と
き
に
よ
く

好
ん
で
み
て
い
た
絵
本
と
い
う
の
が

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
お
祭

り
の
お
話
だ

っ
た
ん
で
す
。
年
を

と
っ
た
絵
描
き
の
兎
の
お
じ
い
さ
ん

が
旅
に
出
て
、
貧
し
い
寂
し
そ
う
な

村
に
立
ち
寄
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
は

枯
れ
た
芝
生
や
朽
ち
果
て
た
草
木
を

き
れ
い
な
色
で
塗
っ
て
自
然
豊
か
な

村
に
変
え
て
い
く
と
い
う
お
話
だ
っ

た
ん
で
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
の
お
祭
り

の
時
に
、
兎
の
お
じ
い
さ
ん
が
ゆ
で

卵
に
色
々
な
模
様
を
描
い
て
子
供
に

配
っ
て
歩
く
と
い
う
シ
ー
ン
が
あ
つ

た
ん
で
す
が
、
そ
の
卵
の
柄
の
き
れ

い
さ
が
今
で
も
頭
に
残

っ
て
い
ま

す
。
た
ま
た
ま
自
分
も
カ
ト
リ
ッ
ク

系
の
幼
稚
園
で
、
そ
の
よ
う
な
楽
し

い
思
い
出
が
残
っ
て
い
て
、
自
分
が

大
人
に
な

っ
て
母
に
な
っ
た
と
き

に
、
子
供
と

一
緒
に
画
用
紙
で
お
話

を
作
り
な
が
ら
、
絵
を
描
い
た
り
し

て
あ
げ
ら
れ
た
り
し
た
ら
い
い
か

な
っ
て
思
っ
た
の
が
、
勉
強
を
し
よ
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う
と
し
た

き

っ
か
け
で
す
。
絵
本

に
固
執
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
立
体

で
の
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り

ま

せ
ん
で
し
た
。
た
い
そ
う
に
油
絵
、

と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
単
純
に
子

供
と

一
緒
に
見

ら
れ
る
身
近
に
生

き
て
い
る
よ
う
な
平
面
の
世
界
と
い

う
の
が
と
で
も
大
好
き
だ

っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
好
き
で
集
め
て
い
た
絵

本
が
ほ
と
ん
ど
イ
ギ
リ
ス
の
だ
っ
た

の
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
行

っ
て
勉
強
し

た
方
が

一
番
早
い
の
か
な
っ
て
思
っ

た
ん
で
す
。

■
　
そ
れ
は
何
歳
の
時
で
す
か
？

藤
井
　
二
十

一
歳
の
時
で
す
。

■
　
何
年
間
い
ら
し
て
い
た
ん
で
す

か
？
藤
井

　

一
年
で
す
。

■
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
勉
強
さ
れ
た

の
で
す
か
？

藤
井
　
ト

ツ
テ
ム
ハ
ム

・
コ
ー
ト

ロ
ー
ド
と
い
う
と
こ
ろ
は
電
気
屋
さ

ん
と
楽
譜
屋
さ
ん
が
多
く
て
、
半
分

が
早
稲
田
の
よ
う
な
学
生
街
な
ん
で

す
ね
。
そ
の

一
角
に
カ
ウ
ン
タ
ー
が

あ
っ
て
専
門
別
の
ス
ク
ー
ル
の
案
内

が
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
期
間
も

短
期
か
ら
長
期
ま
で
色
々
あ
っ
て
自

分
で
選
べ
る
ん
で
す
。
私
は
そ
こ
で

三
ヶ
月
で

一
単
位
で
終
了
と
い
う
美

術
系
の
コ
ー
ス
を
三
つ
受
け
て
き
た

ん
で
す
。
そ
こ
は
学
校
と
い
う
よ
り

ゼ
ミ
み
た
い
で
五
～
六
人
の
生
徒
に

先
生
が

一
人
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

■
　
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
ま
で

は
、
ど
こ
で
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と

も
分
か
ら
な
い
で
行

っ
ち
や
っ
た
ん

で
す
か
？

藤
井
　
絵
を
習
い
に
行
こ
う
と
い
う

の
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
調
べ

て
い
く
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
だ
か
ら
家
探
し
も
現
地
で
。

■
　
す
ご
い
！

藤
井
　
そ
れ
は
ね
、
こ
わ
い
と
い
う

こ
と
す
ら
知
ら
な
か

っ
た
ん
で
す

ね
。
高
校
の
頃
、
好

き
で
よ
く

一
人

で
神
戸
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
行
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
と
変
わ
ら
な
か

っ

た
ん
で
す
。
た
く
ま
し
い
ん
で
も
勇

気
が
あ
る
ん
で
も
な
い
ん
で
す
ね
。

あ
ま
り
に
知
識
が
な

く
て
。
（笑
）

だ
か
ら
、
い
ま
行
く
方
が
話
を
聞
く

ほ
ど
に
こ
わ
く
な
り
ま
す
ね
。

■
　
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
お
話
を
う
か

が

っ
た
と
き
、
迫
力

の
あ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ

っ
た
ん

で
す
が
…
。

キ
ャ
ベ
ツ
を
拾
う

て
食
べ
つ
な
い
で

ら
し
た
と
か
…

藤
井
　
そ
う
そ
う
！

（笑
）
迫
力
あ

る
と
い
う
か
、
す
ご
く
貧
乏
！
（笑
）

■
　
苦
学
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
？

藤
井
　
そ
れ
は
、
苦
学
と
か
大
変

で
、
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
お
金

を
払
わ
な
い
で
食

べ
ら
れ
る
ん
な

ら
、
そ
れ
で

一
食
浮
く
と
い
う
感
覚

で
全
然
悲
劇
的
じ
や
な
か

っ
た
で

す
。
「学

び
の
友
」
と
い
う
留
学
生

仲
間
が
い
て

（笑
）
そ
の
男
の
子

と

一
緒
に
、

段
ボ

ー

ル
く
だ

さ

い
っ
て
格
好
つ
け
て
言

っ
て
、
そ
の

箱
に
店
の
裏
に
た
ま

つ
た
キ
ヤ
ベ
ツ

の
外
側
の
葉
を
つ
め
て
持

っ
て
帰
っ

た
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
面
白
か
つ
た

で
す
よ
ね
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
。
か
え

っ
て
年
を
と
っ
た
今
の
方
が
た
か
だ

か
の
こ
と
で
大
変
大
変

っ
て
、
周
り

の
人
が
う
る
さ
い

と
思
う
く
ら
い

騒
ぐ
―

（笑
）

■
　
私
も
そ
う
で
す
ね
。
（笑
）

仕
事
の
現
場
で

藤
井
　
我
慢
が
出
来
な
く
な

っ
て
い

る
の
か
し
ら
。
若
い
と
き
の
が
文
句

言
わ
な
か

つ
た
気

が
す
る
。

■
　
そ
れ
は
年
を
と
る
と
責
任
が

伴

っ
て
く
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
藤
井
　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

私
な
ん
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
行
く
と
、
鬼
み

た
い
で
す
よ
、
こ
わ
く
て

（笑
）
。
も

う
、
納
得
い
か
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
あ
ん
な
に
腹
が
立
て
ら
れ
る
空

気
と
い
う
の
も
珍
し
い
！
こ
ん
な
事

書
か
れ
る
と
お
こ
ら
れ
ち
や
う
か
も

し
れ
な
い
！

（笑
γ
若
い
う
ち
の
自

分
が
や
り
た
い
事

っ
て
、
多
少
道
に

そ
れ
た
っ
て
ぶ
つ
か
つ
て
得
る
も
の

が
あ

っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。
で
も

年
を
と
つ
て
そ
う
な
る
と
、
得
る
も

の
と
は
別
の
障
害

が
生
ま
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
気
が
す
る
。
憶
測
と
か

計
算
が
無
く
接
し
て
い
て
も
、
相
手

が

槍
と
盾
や
矛
で
身
構
え
て
し
ま

う
こ
と
っ
て
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す

ね
。
私
、
新
劇
の
演
出
を
見
て
い
る

と
き
に
日
本
人
の
椅
子
の
座
り
方
と

欧
米
人

の
椅
子
の
座
り

方
が
違

う

っ
て
、
椅
子
の
座
り
方
で
注
意
を

受
け
て
い
る
俳
優
さ
ん
の
姿
を
見
て

い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
椅

子

一
つ
で
も
そ
の
国
柄
が
出
る
。
私

も
よ
く
た
と
え
る
ん
で
す
が
、
や
か

ん
と
い
う
音
の
形
と
、
ケ
ト
ル
と
い

う
音
の
形
と
い
う
の
は
違
い
ま
す
よ

ね
。
レ
ン
ガ
の
積
み
方

一
つ
に
し
て

も
イ
ギ
リ
ス
積
み
、
フ
ラ
ン
ス
積
み

と
違
う
ん
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
だ

け

で
も
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し
い

か
な

っ
て
、
勉
強
し
て
帰

っ
て
き

て
、
仕
事
で
イ
ギ

リ
ス
の
も
の
を

扱
う
と
き
に
美
術
さ
ん
が
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
知
識
の
ひ
け
ら
か
し

で
は
な
く
こ
う
い
う
形
で
す
よ
、
っ

て
お
話
を
す
る
と
、
相
手
は
守
り
に

入
っ
て
し
ま
っ
て

「あ
の
人
は
う
る

さ
い
」
と
い
う
。
そ
し
て
思
い
も
よ

ら
な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
っ
た
り
し
て
、
も
の
す
ご
く
疲
れ

て
し
ま
う
。
ま
た
、
悲
し
い
か
な
、

男
女
の
差
も
そ
こ
に
あ

り
ま
す
ね
。

同
じ
実
力
が
あ
る
な
ら
、
男
を
雇

う
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。
人
と
人

と
し
て
の
話
が
な
か
な
か
で
き
な
い

ん
で
す
。
ど
う
し
て
な
ん
で
し
よ
う

ね
。
男
女
平
等
を
叫
ぶ
リ
ブ
と
は
違

う
ん
で
す
が
。
い
い
も
の
を
作
り
た

い
ね
と
い
う
話
を
す
る
前
に
、
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
障
害
物
が
た
く

さ
ん
あ

っ
て
…
。

■
　
大
き
な
組
織
ほ
ど
そ
う
い
う
の

は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ

う
い
う
お
話
を
聞
く
と
、
い
い
も
の

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
意
思
統

一
が
さ

れ
て
無
い
み
た
い
で
す
ね
。

藤
井
　
い
え
、
個
々
に
は
あ
る
ん
で

す
。
そ
の
中
に
若
い
人
や
こ
わ
い
も

の
知
ら
ず
の
人
が
い
て
、
新
し
い
要

素
を
入
れ
て
い
く
こ
と

が
出
来
る

ん
で
し
よ
う
。
私
も
そ
う
い
う
人
が

い
た
か
ら
、
知
ら
な
い
世
界
に
紹
介

さ
れ
て
こ
ん
に
ち
は
、
と
入

っ
て
い

く
こ
と
が
出
来
た
ん
で
す
。
で
も
、

「何
も
分
か
ら
な
い
か
ら

教
え
て
く

だ
さ
い
」

っ
て
言
っ
た
と
き
、
「お

金
払
っ
て
教
え
た
り
す
る
こ
と
な
ん

か
出
来
な
い
よ
」
っ
て
言
わ
れ
た
ん

で
す
。
そ
ん
な
謙
虚
な
挨
拶
す
ら
受

け
付
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
分
か
ら
な
い
と
き
は
聞
く
ん

で
す
。
ボ
ン
キ

ツ
キ
で
初
め
て
ア
ニ

メ
を
担
当
し
た
と
き
も
、
た
く
さ
ん

専
門
用
語
を
交
え
た
会
話
と
い
う
の

が
あ

っ
て
、
異
国
の
言
葉

く
ら
い

違
う
世
界
！
ほ
ん
と
、
チ
ン
プ
ン
カ

ン
プ
ン
で
涙
が
出
る
く
ら
い
分
か
ら

な
か

っ
た
で
す
よ
。
で
も
嫌
な
顔
せ

ず
に
教
え
て
く
だ
さ
つ
た
り
、
あ
と

は
耳
を
ダ
ン
ボ
に
し
て
聞
い
た
り
。

大
切
な
作
家

■
　
よ
く
路
以
さ
ん
と
の
お
話
で
可

淡
さ
ん
の
話
題
が
出
ま
す
が
、
私
は

可
淡
さ
ん
と
の
関
係
は
よ
く
知
ら
な

い
ん
で
す
が
。

藤
井
　
私
は
も
う
、
可
淡
さ
ん
が
大

好
き
で
。
よ
く
お
話
を
し
た
り
お
茶

を
飲
ん
だ
り
。
作

品
も
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
可
淡
さ
ん
っ
て
女
の
人
の

べ
た

っ
と
し
た
と
こ
ろ
が
な
く
て
、

カ
ラ

ツ
と
し
て
い
る
と
い
う
の
か

な
、
た
く
ま
し
さ
と
優
し
さ
と
、
酢

の
物
の
よ
う
な
さ

っ
ば
り
し
た
と
こ

ろ
と
い
う
の
か
な
、
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
意
識
し
て
本
当
に
大
事
に

し
て
持

っ
て
い
る
方
、
あ
こ
が
れ
の

的

っ
て
い
う
の
か
な
。
年
こ
そ
下
な

ん
で
す
よ
。
で
も
お
姉
さ
ん
み
た
い

な
人
。
精
神
的
に
と
つ
て
も
頼
れ
る

方
な
ん
で
す
。
凛
々
し
い
ん
で
す
。

一
人
の
女

の
人
と
し
て
も
愛
ら
し

か

っ
た
り
、
面
白
か

っ
た
り
。
興
味

の
あ
る
方
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。
生
き

方
と
作
風
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
る
方
で
し
た
。
心
に
い

つ
も
あ
る
方
だ

っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
亡
く
な
っ
た
時
は
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
で
す
。
仕
事
か
ら
帰
る
と
主

人

（
ア
ガ
リ
エ
ヒ
ロ
ム
氏

・
舞
踊

家
）
に
、
大
事
な
話
が
あ
る
か
ら
外

の
喫
茶
店
で
話
を
し
よ
う
と
い
わ

れ
、
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
つ
い
て
い

II
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く
と
、
彼
が
気
を
落
ち
つ
け
て
ね
、

と
何
回
も
言
っ
て
か
ら
可
淡
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

ん
で
す
。
私
は
そ
の
喫
茶
店
で
人
目

を
は
ば
か
ら
ず
お
い
お
い
泣
き
ま
し

た
。
■
　
や
は
り
人
形
作
家
の
中
で
路
以

さ
ん
に
と
っ
て
大
事
な
存
在
は
、
可

淡
さ
ん
で
す
か
。

藤
井
　
そ
れ
と
最
初
に
、
私
の
作
品

を
面
白
い
よ
っ
て
言
っ
て
く
だ
さ
っ

た
吉
田
さ
ん
の
言
葉
で
救
わ
れ
た
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
吉
田
さ
ん

に
誘
わ
れ
て
三
度
、
三
度
と
展
覧
会

に
出
す
よ
う
に
な
る
と
、
あ
る
作
家

が
毎
日
夜
中
の

一
時
に
な
る
と
電
話

を
か
け
て
き
て

「あ

ん
な
も
の
、
引

き
上
げ
ろ
」
と
誹
謗
中
傷
す
る
ん
で

す
。
私
は
自
信
も
な
く
揺
ら
い
で
不

安
定
な
時
で
し
た
の
で
、
吉
田
さ
ん

の
そ
の
あ
た
た
か
い
言
葉
は
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
吉

田
さ
ん
に
言
う
と
、

「路
以
さ
ん
、

ま
た
ゴ
マ
す

っ
て
」
と
素
直
に
聞
い

て
く
だ
さ
ら
な
い
。
で
も
事
実
な
ん

で
す
。

■
　
吉
田
さ
ん
も
分
か

っ
て
ら

つ

し
ゃ
る
ん
じ
や
な
い
で
す
か
。
照
れ

て
る
ん
じ
や
な
い
で
す
か
。

藤
井
　
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

で
、
ち
や
ん
と
習

っ
て
み
た
い
か

ら
、
と
吉
田
さ
ん
の
お
教
室
に
行
く

と
、
そ
れ
も
ま
た
習
わ
な
く
て
い

い
っ
て
、
入
れ
て
く
だ
さ
ら
な
い
ん

で
す
よ
。
そ
し
た
ら
可
淡
さ
ん
が
後

で
、
吉
田
さ
ん
は

一
人
で
や
れ
る
人

は

一
人
で
や
っ
た
方
が
い
い
と
い
う

考
え
を
大
事
に
な
さ

っ
て
い
る
か

ら
、
つ
て
言

っ
て
く
だ
さ

っ
た
ん
で

す
。
ま
た
可
淡
さ
ん
が

「路
以
さ

ん
、
習
わ
な
か

っ
た
か
ら
あ
あ
い
う

も
の
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い

よ
」

っ
て

■
　
あ
あ
い
う
も
の
っ
て
？

藤
井
　
動
物
の
人
形
と
い
う
か
。
皆

さ
ん
、
人
形
イ
コ
ー
ル
少
女
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
、
創
作

人
形
っ
て
特
に
。
だ
か
ら
そ
れ
以
外

の
も
の
っ
て
い
う
意
味
で
。
可
淡
さ

ん
も
動
物
と
い
う
の
を
自
分
の
テ
ー

マ
に
た
く
さ
ん
お
持
ち
に
な
っ
て
い

て
、
私
の
漫
画
チ
ッ
ク
な
も
の
と
は

空
気
が
全
然
違
う
と
思
う
ん
で
す
け

ど
。
■
　
ど
ち
ら
も
良
さ
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
。

藤
井
　
私
の
場
合
、
い
い
人
形
と
い

う
よ
り
も
、
プ

ッ
て
笑

っ
て
見
る
人

形
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

シ
ュ
ー
ル
な
、
絵
画
的
な
デ
カ
ダ
ン

ス
の
に
お
い
の
す
る
も
の
も
も
の
す

ご
く
好
き
な
ん
で
す
。
映
画
の
ス
ト

リ
ー
ト

・
オ
ブ

・
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
と

か
、
名
前
は
忘
れ
ま
し
た
が
不
思
議

の
国
の
ア
リ
ス
で
、
兎
が
骨
に
な
っ

て
出
て
き
た
り
す
る
シ
ュ
ー
ル
な
ア

ニ
メ
と
か
。
も
の
す
ご
く
あ
あ
い
う

も
の
が
好
き
な
の
に
、
自
分
が
作
る

段
に
な
る
と
コ
ミ
カ
ル
に
な
る
ん
で

す
ね
。
自
分
に
逆
ら
っ
て
シ
ュ
ー
ル

な
も
の
を
作
り
た
い
な
と
思
っ
た
り

し
て
悩
ん
だ
時
期
が
あ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
こ
れ
が
結
果
的
に
自
分
の

個
性
か
な
、
と
逆
ら
わ
な
く
な
っ
て

き
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
回
の
最

新
作
も
漫
画
チ
ッ
ク
な
ん
で
す
。

■
　
で
も
、
単
な
る
コ
ミ
カ
ル
と
は

違
い
ま
す
ね
。
あ
る
時
、
路
以
さ
ん

の
猫
の
人
形
を
見
て
可
淡
さ
ん
の
作

品
と
間
違
え
た
人
が
い
た
の
で
す

が
、
根
本
は
全
然
違
う
じ
や
な
い
っ

て
思
い
ま
す
。

自
分
の
表
現
を
探

し
て

藤
井
　
私
は
自
分
で
も
よ
く
分
か
り

ま
す
が
、
全
然
違
い
ま
す
。
似
て
る

と
言
わ
れ
た
の
が

つ
ら
い
、
と
い
う

の
で
は
な
く
て
。
私
も
彼
女
は
憧
れ

だ
か
ら

一
度
は
そ
ち
ら
の
方
向
に

行

っ
て
み
た
い
と
い
う
欲
が
あ
っ
て

行
く
ん
で
す
が
、
絶
対
そ
う
な
ら
な

い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
な
ら
素
直
に
自

分
の
中
で
消
化
出
来
る
も
の
を
栄
養

に
し
て
い
っ
た
ら
い
い
ん
じ
や
な
い

か
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
居
直
り
と
、

少
し
自
分
と
い
う
の
が
分
か
っ
て
き

た
か
ら
変
な
と
こ
ろ

で
欲
を
掻
か

ず
に
落
ち
つ
い
て
き
た
の
か
な
、
っ

て
。
こ
う
い
う
も
の
で
も
な
い
、
と

い
う
の
が
絶
え
ず
あ

っ
た
の
で
す

が
、
今
は
こ
う
い
う
感
じ
が
作
り
た

か
っ
た
と
い
う
も
の
に
近
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

■
　
そ
れ
は
、
方
向
性
と
し
て
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
と
い
う

こ
と
で
し
よ
う

ら
″
藤
井
　
そ
う
で
す
。
あ
っ
ち
ぶ
つ
か

り
、
こ
っ
ち
ぶ
つ
か
り
し
て
て
歩
い

て
い
く
道
の
覚
悟
と
い
う
の
が
出
来

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
迷

っ
た

け
ど
、
私
は
こ
の
道
だ

っ
た
ん
だ

っ

て
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
言
葉
じ
ゃ
な

い
け
ど
、
「次
に
作
る
と
き
が

一
番

ベ
ス
ト
な
も
の
」
と
い
う
の
が
あ
る

か
ら
、
今
の
こ
れ
が

一
番
、
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
。
あ
る
作

家
の
方
で
も
、
個
展
を
す
る
度
苦
し

ん
で
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

そ
の
人
の
方
向
で
な
い
も
の
も
や
っ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
、
で
も
そ
れ
が

そ
の
人
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
な
あ

っ
て
。
ぶ
つ
か
っ
て
、
こ
ぶ
で
き
て

ね
。
実
際
に
大
人
で
あ

っ
て
も
、
子

供

の
部
分
と
い
う

の
は
個

々
に

あ

っ
て
、
冒
険
も
で
き
る
し
失
敗
も

で
き
る
し
、
こ
ろ
ん
で
あ
ざ
も
で
き

る
し
。
迷
っ
て
わ
が
ま
ま
に
な
っ
た

と
き
、
た
ま
た
ま
人
を
巻
き
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
と
が
自
分
で

分
か
っ

て
い
る
ん
だ

っ
た
ら
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ

で
。
■
　
真
似
の
話
で
す
け
れ
ど
、
方
向

性
と
し
て
、
誰
々
が
大
好
き
、
あ
あ

い
う
世
界
を
作
り

た
い
と
い
っ
て
、

方
向
性
と
し
て
前

の
人
が
ひ
い
て

い

っ
て
く
れ
た
道
に
ち
や

っ
か
り

の
っ
か

っ
ち
や

っ
て
る
と
い
う
の

は
、
個
展
を
や
っ
て
い
る
人
だ

っ
た

ら
私
は
評
価
し
た
く
な
い

ん
で
す

よ
ね
。

藤
井
　
す
ご
く
分
か
り
ま
す
。
私

も
、
他
の
作
家
の
大
好
き
な
作
品
な

ど
手
持
ち
に
あ
る
ん
で
す
が
、
一
切

目
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
は
置
い
て
い

ま
せ
ん
。
ス
ズ
キ
ヨ
ー
ジ
さ
ん
と
い

う
人
の
イ
ラ
ス
ト
も
大
好
き
で
、
直

筆
の
も
の
も
あ
る
ん
で
す
が
飾
ら
ず

に
し
ま
い
こ
ん
で
、
画
集
の
よ
う
な

感
覚
で
取
り
出
し
て
み
て
い
ま
す
。

自
分
の
形
を
ど
う
い
う
も
の
に
し
た

い
か
と
い
う
こ
と
に

一
番
興
味
の
あ

る
と
い
う
方
は
、
自
ず
か
ら
自
分
の

表
現
の
仕
方
を
探
す
し
ん
ど
い
旅
に

で
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

主
人

が
よ
く
音
楽
家
の
人
と
仕
事
を
す
る

ん

で
す
が
、
音
符

っ
て
ド

レ

ミ

フ
ァ
・
・
の
限
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ

の
中

で
色

々
な
曲
を
作

る
ん

で

し
ょ
？

作
曲
法
と
い
う
技
術
を
会

得
す
る
と
、
長
調
を
短
調
に
変
え
た

り
、
テ
ン
ポ
や
編
成
を
変
え
た
り
す

る
こ
と
で
従
来
あ
る
も
の
で
も
自
分

の
に
お
い
を
付
け
て
フ
レ
ツ
シ
ユ
な

形
で
出
せ
る
と
い
う
説
明
を
受
け
た

ん
で
す
。
す
る
と
作
品
と
い
う
の
も

そ
う
い
う
も
の
か
も
し
れ
な
い
な
、

と
。
全
く
世
の
中
に
な
い
も
の

を

作
ろ
う
と
い
う
の
は
不
可
能
で
す
よ

ね
、

こ
の
時
代
。
情
報

の
お
か
げ

で
、
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
通
ら

な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
す
る
と
、

自
分
が
知

っ
た
以
上
、
こ
れ
も
避
け

て
い
か
な
き
や
な
ら
な
い
、
あ
れ
も

避
け
て
い
か
な
き
や
な
ら
な
い
と
、

真
似
す

る
つ
も
り

じ
や
な
く
て
も

ど
こ
か
似
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に

も
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
だ
か

ら
世
の
中
に
な
い
も
の
を
作
ろ
う
と

い
う
よ
う
な
あ
ま
り
に
も
大
き
な
夢

を
描
く
の
で
は
な
く
、
自
分
が
何
を

し
た
い
の
か
と
問
い
か
け
た
と
き
に

こ
ん
な
も
の
を
し
た
い
、
あ
ん
な
も

の
を
し
た
い
と
い
う
の
が

一
つ
で
も

見
つ
か
っ
た
ら
大
事
に
し
て
い
っ
た

ら
気
が
つ
い
た
ら
自
分
の
も
の
だ
っ

た
と
い
う
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。

私
は
イ
ギ
リ
ス
の
古
い
も
の
が
好

き
で
、
人
形
の
中
に
そ
の
に
お
い
を

つ
け
た
く
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ー
ト

ベ
ロ
の
露
店
で
買
っ
た
ガ
ラ
ク
タ
を

実
際
付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

自
分
の
好
み
の
方
向
と
い
う
も
の
を

嫌
と
い
う
ほ
ど
体
に
持
つ
の
に
、
そ

の
時
代
に
愛
さ
れ
た
形
を
自
分
に
た

た
き
込
む

の
に
必
要
な
プ

ロ
セ
ス

だ

っ
た
ん
じ
や
な
い
か
な
、
と
思
い

ま
す
ね
。
今
は
そ
れ
に
似
せ
た
も
の

を
自
分
で
作

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時

代
の
に
お
い
の
す
る
愛
ら
し
い
ボ
タ

ン
と
か
ね
、
好
き
だ
か
ら
自
分
で

作

っ
た
も
の
も
古
く
さ
せ
る
と
い
う

方
法
も
身
に
付
い
て
く
る
の
で
す
。

だ
か
ら
ポ
ー
ト
ベ
ロ
を
う
ろ
う
ろ
し

て
い
た
の
が
今
は
身
に
付
い
て

い
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こ
れ
か
ら
の
こ
と

■
　
納
得
い
く
作
品
が

一
体
で
き
あ

が
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か

り
ま
す
か
？

藤
井
　
や
っ
ぱ
り

一
体
１
カ
月
で
す

ね
。
■
　
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
よ

ね
。
そ
の
過
程
で
葛
藤
な
ど
は
あ
り

ま
す
か
？

藤
井
　
あ
り
ま
す
よ
、
手
足
を
作
り

な
お
し
た
り
。

■
　
一
番
苦
し
か
っ
た
り
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
？

藤
井
　
今
回
の
作
品
は
ポ
ー
ズ
人
形

（表
紙
作
品
）
な
ん
で
す
が
、
人
形

が
下
げ
て
い
る
木
馬
は
あ
と
か
ら
つ

け
た
も
の
で
、
人
形
は
人
形
と
し
て

立
ち
、
木
馬
を
下
げ

て
も
立
つ
と
い

う
よ
う
に
す
る
バ
ラ
ン
ス
は
計
算
づ

く
で
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
曖
昧

な
誤
差
を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う

こ
と
が
課
題
に
な

っ
て
く
る
。
そ
れ

を
ま
た
ど
う
創
意
工
夫
し
て
い
く
か

と
い
う
の
が
楽
し
み
で
。

■
　
イ
メ
ー
ジ
は
最
初
か
ら
か
な
り

明
確
で
す
か
？

藤
井
　
そ
う
で
す

■
　
今
後
の
方
向
性
と
し
て
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
ま
す
か
？

藤
井
　
ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
作
品

は
、
今
ま
で
三
年
間
テ
レ
ビ
の
仕
事

が
忙
し
い
と
き
は
、
部
品
と
し
て
各

部
分
を
作
っ
て
い
け
る
の
で
都
合
が

よ
か

っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
う

い
う

（表
紙
作
品
の
）
ポ
ー
ズ
人
形

は
、
関
節
人
形
と
は
か
け
る
時
間
が

雲
泥
の
差
な
ん
で
す
が
、
ま
し
て
、

も
の
を
持
た
せ
て
い
く
と
計
算
通
り

に
い
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
あ
と
か

ら
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
時
間
が
と
ら
れ
る
ん
で
す

よ
ね
。
で
も
今
は
こ
う
い
う
形
の
方

が
自
分
に
と
っ
て
興
味
が
あ
っ
て
面

白
く
な

っ
て
き
た
の
で
す
。
手
間
暇

か
け
て
、
苦
労
を
つ
ら
い
な
、
と
い

い
な
が
ら
楽
し
む
と
い
う
人
形
の
作

り
方
を
、
テ
レ
ビ
の
仕
事
で
さ
ば

っ

藤
井
　
そ
う
で
す
。
あ
と
、
ま
だ
打

診
の
段
階
な
ん
で
す
が
、
す
ご
く
面

白
い
画
廊
が
見
つ
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
昔
木
造
の
ア
パ
ー
ト
だ
っ
た
ん

で
す
。
天
丼
が
梁
の
ま
ま
、
漏
電
し

そ
う
な
音

の
黒
い
電
気
コ
ー
ド
が

張
っ
て
見
え
る
民
家
を
改
造
し
た
手

作
り
の
画
廊
な
ん
で
す
が
、
来
年
の

五
月
頃
個
展
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
テ
レ
ビ
の
プ
ロ

デ

ュ
ー
サ
ー
が
私
の
好
き
な
本
を
選

藤
井
　
で
も
ね
、
た
く
さ
ん
涙
流
し

て
、
た
く
さ
ん
怒
鳴

っ
て
、
た
く
さ

ん
喧
嘩
し
な
い
と
、

「川
辺
の
仲
間

た
ち
」
み
た
い
に
な
ら
な
い
ん
で
す

よ
。
も
う
、
正
直
言

っ
て
疲
れ
て

…
。
で
も
こ
う
い
う
作
品
と
し
て
の

人
形
は
台
詞
も
し
や
べ
つ
て
く
れ
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
、
動
い

て
く
れ
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
、
音
楽
が
入
っ
て
く

れ
る
わ
け
じ
や
な
い
、
あ
あ
い
う
世

界

っ
て
楽
し
い
、
私
を
待
ち
か
ま
え

て
く
れ
る
ヮ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
ね
。
だ
か

ら
、
ひ
と
つ
ふ
た

つ
泣
か
さ
れ
て

も
、
し
ん
ど
い
な

っ
て
思
っ
て
も
、

や
り
た
い
っ
て
思
い
は
や
は
り
掻
き

立
て
ら
れ
る
の
で
ね
、
そ
れ
で
き

っ

と
十
三
年
も
や

っ
て
き
た
ん
だ
と

思
う
ん
で
す
。
で
も
そ
れ
が
た
め
に

作
品
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
ね
、
ち
ょ
っ
と
し
ば
ら
く
は
原

点
に
返
っ
て
何
を

一
番
大
事
に
作
っ

て
い
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
時
間
を
費
や
し
た
い
で
す
ね
。

■
　
最
後
に
な
に
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
あ
り
ま
す
か

藤
井
　
生
徒
に
も
よ
く
言
う
の
で
す

が
、
人
形
を
作
る
方
は
誰
か
の
真
似

を
し
て
き
れ
い
に
仕
上
げ

る
の
な

ら
、
稚
拙
で
も
い
い
か
ら
自
分
ら
し

さ
を
出
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す

ね
。
稚
拙
で
あ
る
と
い
う
事
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
技

術
的
な
こ
と
は
あ
と
か
ら
つ
い
て
く

る
の
だ
か
ら
、
そ
つ
な
く
こ
な
す
よ

り
は
、
や
ん
ち
や
で
も
転
ん
だ
と
き

の
膝
の
傷
の
痛
さ
を
覚
え
て
い
て
く

れ
る
方
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
作
家
に

な
っ
て
い
く
方
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
個
々
に
大
事
に
す
る
も
の
は
違

う
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
い
て
欲

藤
井
路
以
　
略
歴

一
九
五
〇
年
　
東
京
生
ま
れ

一
九
七
二
年
　
イ
ギ
リ
ス
に
留
学

翌
年
婦
国
後
、
サ
ン
リ
オ

「く
る
み
割
り
人

形
」
の
衣
装
を
担
当

人
形
劇
団

「人
形
の
家
」
で
美
術
を
担
当

一
九
八
〇
年
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
個
展

以
後
個
展
六
回

一
九
八

一
年
　
講
談
社
絵
本
新
人
賞

一
九
八
二
年
　
ド
イ
ツ
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
展
入
賞

創
作
人
形
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
展
覧

会
に
出
展
す
る
よ
う
に
な
る

一
九
八
四
年
　
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
　
ひ
ら
け
ポ

ン
キ

ツ

キ
の
人
形
美
術
を
担
当

一
九
八
六
年
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
い
こ
う
ふ
し
ぎ

の
く

に
」
人
形
美
術
担
当

一
九
八
七
年
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
番
組

「ビ

コ
ピ
コ
ポ
ン
」
人
形
美
術
担
当

一
九
九
四
年
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
番
組

「
マ

ホ

マ
ホ
だ
い
ば
う
け
ん
」
美
術
担
当

一
九
九
五
年
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「川
辺
の
な
か
ま
た
ち
こ

美
術
担
当

て
い
た
分
罪
滅
ば
し
と
い
う
の
か
、

こ
こ
二
、
三
年
は
数
は
作
れ
な
い
と

思
う
ん
で
す
が
、
一
体

一
体
自
分
な

り
の
時
間
を
か
け
創
意
工
夫
を
し
て

み
よ
う
と
い
う
感
じ
か
な
？
た
い
そ

う
な
目
標
は
な
い
で
す
。
（笑
）

一

体
の
人
形
に
背
景
な
ど
の
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
を
加
え
て
み
て
い
た
だ
く
よ

う
な
や
り
方
で
、
私
の
い
た
ず
ら
な

ど
も
含
め
た
形
の
見

て
い
た
だ
き

方
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
　
こ
の
あ
い
だ
の
ズ

ッ
ケ
ロ

（７

号
で
紹
介
）
み
た
い
な
？

ん
で
き
て
く
だ
さ
い
と
い
う
話
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
バ
タ
バ
タ

で
ま
だ
行

っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

■
　
私
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇
の
路
以

さ
ん
の
お
仕
事
を
見
て
い
て
、
正
直

言
っ
て

「
マ
ホ
マ
ホ

の
大
冒
険
」
よ

り
、
そ
の
あ
と
の

「川
辺
の
仲
間
た

ち
」
の
ほ
う
が
、
路
以
さ
ん
ら
し
さ

が

や

っ
と
伝
わ

っ
て
き
た
な
、
と

い
う
気
が
し
て
い
た
ん
で
す
。
「
マ

ホ
マ
ホ
」
で
は
路
以
さ
ん
の
こ
だ
わ

り
み
た
い
な
も
の
が
、
ず
い
ぶ
ん
簡

単
に
す
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な

印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

13

し
い
ん
で
す
。

る
ん
で
す
。
作
家
は
そ
の
道
の
も
の

が
好
き
な
ら
、
力
が
あ
っ
た
ら
絶
対

無
駄
に
は
し
ま
せ
ん
よ
ね
。

畿  奪
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気
が
つ
け
ば
、
私
は
二
十
年
以
上
も

の
長
い
年
月
、
人
形
を
専
門
に
文
筆
作

業
を
し
て
き
た
。
興
味
は
他
に
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
書
く

こ
と
も
で
き
た
の
だ
け
れ
ど
。
人
形
専

門
誌
は
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
に
と
か
く

冷
た
い
か
ら
、
よ
り

一
般
向
け
な

テ
ー

マ
の
文
を
書
い
て
い
た
方
が
ま
し
だ
っ

た
か
し
ら
？

私
は
エ
ジ
プ
ト
で
五
週
間
、
ス
イ
ス

で

一
週
間
過
ご
し
帰
国
し
た
ば
か
り

だ
。
ス
イ
ス
で
は
友
人
の
人
形
作
家
で

あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
フ
ル
エ
ラ
ー

・
ト

マ
ミ
ケ
ル
と

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し

た
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
家

に
着
い
た
時
、

「ド
ー
ル

・
フ
ォ
ー
ラ

ム

・
ジ
ャ
バ
ン
」
の
今
号
に

一
体
何
を

書
く
つ
も
り
だ

っ
た
の
か
す
っ
か
り
忘

れ
て
い
た
。
ト
イ

・
フ
ェ
ア
ー
に
関
す

る
何
か
だ

っ
た
と
は
思
い
つ
つ
、
も
う

そ
れ
は
遥
か
昔
の
こ
と
の
よ
う
に

思
え

た
。
そ
う
し
た
ら
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
ド
イ

ツ
語
の
人
形
誌
の
最
新
号
を
持
ち
出
し

て
き
て
、
そ
の
中
の
写
真
を
見
た
と
た

ん
思
い
だ
し
た
の
だ
。
私
が
今
回
書
き

た
か
っ
た
の
は

「文
化
の
借
用
」
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
。

作
家
や
芸
術
家
、
人
形
作
家
は
新
し

い
テ
ー
マ
を
探
し
た
り
、
な
じ
み
の
深

い
テ
ー
マ
を
斬
新
な
感
覚
で
捉
え
る
と

い
う
挑
戦
に
向
か
い
合
う
。
ま
た
、
作

家
の
方
向
性
は
各
人
の
興
味
や
市
場
の

要
求
に
左
右
さ
れ
う
る
。
市
場
が
国
際

的
と
な
っ
た
今
、
自
分
の
国
の
人
々
だ

け
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
だ
け
で
は
不

十
分
だ
。
つ
ま
り
、
人
形
の
テ
ー
マ
は

こ
の
狭
い
地
球
上
の
ど
こ
に
で
も
存
在

し
、
新
し
い
題
材
を
求
め
て
自
国
の
歴

史

。
文
化
伝
統
を
越
え
た
視
野
を
持
つ

作
家
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

大
勢
の
人
形
作
家
の
作
品
が

一
同
に

集
ま
る
と
こ
ろ
い
え
ば
、
ト
イ

・
フ
ェ

ア
ー
や
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
開
か
れ
る
機
会
の
多
く

な

っ
た
展
覧
会
が
あ
る
。
流
行
を
知
る

に
は
都
合
が
い
い
が
、
作
家
に
直
接
質

問
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
滅
多
に
な
い
。

「ど
う
し
て
他
の
テ
ー

マ
で
な
く
こ
の

テ
ー
マ
を
選
ん
だ
の
？
」
私
は
い
つ
も

こ
の
点
に
興
味
が
あ
る
の
だ
。

ベ
ル
ギ
ー
在
住

の
イ
ギ
リ

ス
人
、

フ
ィ
リ
ッ
プ

ｏ
ヒ
ー
ス
は
ア
フ
リ
カ
や

ア
ジ
ア
人
の
見
事
な
ス
カ
ル
プ
チ

ュ

ア
ー
を
作
る
。
ヒ
ー
ス
は
こ
の
よ
う
な

人
形
を
こ
こ
数
年
作

っ
て
お
り
、
海
外

で
旅
行
す
る
際
に
撮
る
写
真
か
ら
ア
イ

デ

ィ
ア
を
得
て
い
る
と
い
う
。
作
品
に

は
い
つ
も
興
奮
す
る
が
、
そ
れ
等
が
常

に
か
つ
て
見
た
こ
と
の
無
い
よ
う
な
目

新
し
い
作
品
な
の
で
毎
年
毎
年
ト
イ

・

フ

ェ
ア
ー
に
足
が
向
い
て
し
ま
う
の

だ
。
私
は
驚
か
さ
れ
る
事
が
大
好
き

だ
―
・

今
回
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
二
人
の
作
家
が
仲
間
を
代
表
し
て
数

点
の
作
品
を
出
し

た
が
、
な
か
で
も
二

体
の
人
形
が
二
月
の
フ
エ
ア
ー
に
あ
っ

た
何
百
体
と
い
う
人
形
の
中
で
際
立
っ

て
い
た
。

二
人
の
女
性

の

一
人
は
プ

ル
ー
デ
ン
ス
・
ミ
ラ
ー
と
い
う
女
性
で

マ
オ
リ

族
の
成
人
し
た
男
性
を
丁
寧
に

描
写
し
て
い
た
。
顔
の
入
れ
墨
は
完
璧

に
描
写
さ
れ
、
人
形
の
男
に
は
品
格
が

あ
っ
た
。
私
も
マ
オ
リ
の
人
形
を
二
体

持

っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く

一
九

二
十

年
代
の
も
の
で
体
は
成
人
と
子
供
の
中

間
ぐ
ら
い
、
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
旅

行
者
向
け
の
土
産
物
と
し
て

売

っ
て
い
た
も
の
だ
。
ミ
ラ
ー
の
作
品

に
比
べ
れ
ば
素
朴
だ
が
、
そ
れ
は
そ
れ

な
り
に
魅
力
的
で
あ
る
。
ミ
ラ
ー
の
人

形
で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
人
形
で
有
名
な

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ａ
所
属
の
作
家
、
ジ

ュ
ン

・

グ

ツ
ド
ナ
ウ
を
思
い
出
し
た
。

二
人

共
、
か
つ
て
人
形
と
い
う
手
法
で
写
実

的
に
描
か
れ
た

事
の
無
か
っ
た
祖
国
の

民
族
、
グ
ル
ー
プ
を
表
現
し
て
い
る
か

ら
だ
。
よ
り
良
い
作
品
を
作

る
為
に
リ

サ
ー
チ
を
惜
し
ま
ず
、
新
し
い
技
術
も

取
り
入
れ
た
。
歴
史
に
忠
実
で
あ
ろ
う

と
し
た
し
民
族
衣
装
も
正
確
に
作

っ

た
。
又
、
彼
ら
は
人
々
を
繊
細
に
描
く

能
力
に
た
け
て
い
た
。
大
変
残
念
だ

が
、
文
化
を
表
現
す
る
際
に
い
つ
も
こ

の
よ
う
な
結
果
が
出
る
と
は
限
ら

な

い
。
人
形
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
は
民
族
や
人

種
の
違

っ
た
人
形
の
広
告
で
溢
れ
て
は

い
る
が
、
顔
の
表
情
や
色
が
違
っ
た
り
、

衣
装
も
独
自
に
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。

私
が
独
創
的
だ
と
思
っ
た
も
う

一
人

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
作
家
は
ニ
コ

ラ

ｏ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
だ
。
彼
女
は
題
材
を

探
し
に
逢
か
メ
キ
シ
ヨ
ま
で
旅
し
た
の

だ
！
衝
撃
的
な

「
マ
ダ
ム
・
カ
ラ
ベ
ラ
」

は
メ
キ
シ
ヨ
の

「死
者
の
日
」
を
祝
う

日
に
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る
が
い
骨
人

形
の

一
連
で
あ
る
が
、
彼
女
は
そ
れ
を

よ
り
人
形
に
近
い
も
の
に
す
る
こ
と
で

自
分
独
自
の
作
品
と
し
た
。
そ
し
て
人

形
の
自
黒
を
は

っ
き
り
対
照
的
に
見

せ
、
衣
装
の
活
気
あ
る
色
使
い
で
美
的

感
覚
を
増
し
た
。
勇
気
あ
る
人
形
作
家

が
民
族
芸
術
に
息
を
吹
き
込
ん
だ

の

だ
！
こ
れ
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ

た
の
が

ロ
シ
ア
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア

・
ク
キ
ノ
ヴ

ァ
だ
。
色
彩
豊
か
な
十

九
世
紀
の
衣
装
を
着
た
布
や
ビ
ス
ク
の

民
族
人
形
で
こ
こ
数
年
ト

イ

・
フ
ェ

ア
ー
の
注
目
を
集
め
続
け
て
い
る
。
彼

女
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
に
目
を
向

け
、
有
名
な
小
説
や
詩
に
登
場
す
る
人

物
を
題
材
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
作
品
を

作
っ
た
。
都
心
の
プ
ラ
ザ

・
ホ
テ
ル
で

は
道
化
役
者
の
素
晴
ら
し
い

一
体
物
を

展
示
し
て
い
た
。
そ
れ
は
彼
女

ら
し
い

い
つ
も
の
繊
細
な
注
意
が
配
ら
れ
な
が

ら
も
、
初
期
の
も
の
と
は
全
く
異
な
っ

た
作
風
だ

っ
た
。
常
に
完
璧
主
義
で
彼

女
の
人
形
を
入
れ
る
箱
で
さ
え
賞
に
値

す
る
見
事
な
芸
術

品
で
あ
る
！

私
の
テ
ー
マ
に
ぴ

っ
た
り
の
人
形
作

家
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の

ジ
ャ
ッ
ク

・
ド
リ
エ
、
日
本
の
歴
史
文

化
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
和
紙
人

形
を
作
る

ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン

・
フ
レ
ツ
チ
ヤ
ー
な

ど
も
そ
の
中

の
人
々
だ
。
大
抵
の
人

は
、
こ
れ
を
変
わ
っ
た
試
み
と
捉
え
る

事
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
ポ
ー
ル

・
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
が
フ
ラ
ン

ス
の
田
舎
の
風
景
や

人
々
を
描
き
、
後
に
タ
ヒ
チ
に
辿
り
着

き
現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
を
エ

キ
ゾ

チ
ツ
ク
に
描
い
た
こ
と
と
　
↑

写真  ニ コラ・ジャクソンの人形
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岩本 さ ん の話

青山恵―

店
に
マ
ッ
ク
を
買
っ
た
。
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
の
こ
と
で
は
な
い
と
説
明
し
な
く

と
も
、
パ
ソ
コ
ン
の
あ
る
風
景
は
、
普

通
に
な
っ
た
。
設
置
す
る
場
所
が
な
い

の
で
、
人
形
と

一
緒
に
並

べ
て
み
た

が
、
不
思
議
と
違
和
感
が
な
い
、
キ
ー

ボ
ー
ド
を
見
つ
め
る
和
製
ビ
ス
ク
と
い

う
の
も
、
愛
ら
し
い
。

い
づ
れ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
き

た
い
が
、
他
に
も
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

が
あ
れ
ば
、
何
で
も
で
き
る
と
い
う
の

が
、
昨
今
の
風
潮

で
あ
る
。
顧
客
の

デ
ー
タ
や
ニ
ー
ズ
を
管
理
す

れ
ば
、
販

売
に
も
活
か
せ
る
と
い
う
の
だ
が
…
…

岩
本
さ
ん
が
初
め
て
私
の
店
に
見
え

た
の
は
、
も
う
十
五
年
近
く
も
前
の
こ

と
に
な
る
。
小
柄
で
地
味
な
印
象
の
女

性
客
で
、
年
令
は
、
五
十
代
半
ば
頃
に

見
え
た
。

そ
の
日
、
岩
本
さ
ん
は
遠
慮
が
ち
に

店
内
を
見
回
し
て
、
廉
価
品
の
大
正
時

代
の
抱
き
人

形
を

一
体
買
っ
て
帰
ら
れ

た
。そ
の
頃
の
私
の
仕
事
は
、
人
形
専
門

の
古
美
術
商
で
あ
っ
た
が
、
人
形
の
お

客
さ
ん
と
、
た
だ
、
そ
れ
だ
け
の
話
で

終
始
す
る
の
が
、
物
足
り
な
か
っ
た
。

せ
っ
か
く
人
形
達
の
お
陰

で
知
り
合
え

た
の
だ
か
ら
、
も

っ
と
色
々
な
話
も
し

た
か
っ
た
。
お
酒
も
飲
み
た
か
っ
た
。

そ
ん
な
動
機
が
現
在
の
カ
フ
ェ
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
思
う
。

そ
こ
で
、
「
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
て

み
た
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け

て
、
初
め
て
の
企

画
を
試
み
た
。
参
加

御
自
由
、
気
に
入
り
の
人
形
の
写
真
を

一
枚
御
持
参
く
だ
さ
い
と
、
案

内
状
も

出
し
た
。
当
日
の
朝
、
ど
ん
な
方
々
が

見
え
る
か
楽
し
み
に
、
そ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る

「ち
ら
し
寿
司
」
の
準

備
を
始
め
た
と
こ
ろ

へ
、
イ
ン
タ
ー

フ
オ
ン
が
鳴

っ
た
、
山石
本
さ
ん
だ

っ

た
。岩
本
さ
ん
は
、
午
後
の
開
店
ま
で
時

間
が
あ
る
が
、
ゆ
っ
く
り
店
の
人
形
も

見
た
い
の
で
、
早
め
に
来
た
と
云
っ
て
、

恐
縮
し
な
が
ら
、
先
日
の
人
形
の
写
真

を
見
せ
て
く
れ
た
。

こ
こ
で
普
段
な
ら
、
岩
本
さ
ん
に

は
、
先
日
買
っ
て
頂
い
た
人
形
の
次
に

ふ
さ
わ
し
い
、
価
格
や
品
を
、
お
見
せ

す
る
の
だ
が
、
そ
の
時
の
私
に
は
、
「ち

ら
し
寿
司
」
の
方
が
気
が
か

り
だ

っ

た
。

お
相
手
で
き
な
い
が
と
詫
び
て
、
店

の
奥
に
案
内
し
た
。
そ
こ
に
は
、
先
日

仕
入
れ
た
ば
か
り
の
平
田
郷
陽
作
の

「桃
太
郎
」
が
飾
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ

は
、
当
時
で
も
小
型
乗
用
車

一
台
分
の

価
格
が
し
た
。
岩
本
さ
ん
は
、　
一
人
で

眺
め
た
。

「集
い
」
は
、
二
十
人
近
く
の
方
々
が

集
ま
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
た
。
「ち
ら
し
寿
司
」
も

好
評
だ

っ
た
。
別
れ
際
、
岩
本
さ
ん
が

近
寄
っ
て
き
た
の
で
、
今
日
の
お
礼
で

も
云
わ
れ
る
の
か
と
思

っ
た
ら
、
「桃

太
郎
」
を
買
い
た
い
と
、
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
数
日
後
、
岩
本
さ
ん
は
、
き
っ
ち
り

と
お
金
を
揃
え
て
、
人
形
を
受
け
取
り

に
や
っ
て
来

た
。
そ
の
日
初
め
て
、
男

物
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
仕
立
て
る
仕
事
を

し
て
い
る
こ
と
、
戦
争
で
新
婚
間
も
な

い
夫
を
失
く
し
た
こ
と
、
郷
陽
さ
ん
の

作
に
な
る
桃
太
郎
の

「凛
々
し
い
」
顔

立
ち
が
ど
こ
か
、
そ
の
人
に
似
て
い
る

こ
と
等
を
、
少
し
頬
を
紅
ら
め
て
話
し

て
く
れ
た
。

岩
本
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
は
、
そ

の
三
回
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
幾
度

か
案
内
状
も

差
し
上
げ
た
が
、
も
う
訪

ね
て
来
ら
れ
る
こ
と
は
、
な
か
っ
た
。

「人
の
心
の
動
き
は
、
誰
に
も
分
か
ら

な
い
」
デ
ー
タ
と
か
ニ
ー
ズ
と
か
い
う

言
葉
を
、
私

が
信
用
し
な
い
の
も
、
岩

本
さ
ん
の
話
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。

マ
ツ
ク
に
出
来
な
い
こ
と
も
あ

る
。
（昔
人
形
館
青
山
店
主
）

平田郷陽作 挑太郎
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（ゲ
イ
ル
か
ら
の
手
紙
の
続
き
）

同
じ
よ
う
に
。
一文
化
の
借
用
」

が
皆
さ
ん
の
興
味
を
引
く
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
理
由
の

一

つ
は
、
私
の
国
に
は
日
本
の
作

家
に
は
日
本
独
特
の
作
品
を

作

っ
て
欲
し
い
、
日
本
で
も
伝

統
を
重

ん
じ
る
人
は
そ
う
す

る
に
違
い
な
い
と
い
う
期
待
が

存
在
す
る
か
ら
だ
。
確
か
に
日

本
の
歴

史
は
長
く
豊
か
で
、
今

で
は
数
多
く
の
人
形
製
作
技
術

が
あ
り
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
そ
れ
は
ド
ー
ル

・

フ
ォ
ー
ラ
ム

・
ジ
ャ
パ
ン
の

ペ
ー
ジ
を
捲
れ
ば

一
目
瞭
然

だ
。
だ
が

日
本
以
外
の
国
々
の

人
は
、
ど
こ
の
国
の
作
家
も
が

楽
し
ん
で
い
る
表
現
の
自
由
を

日
本
の
作
家
に
も
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
今
昔
を

そ
の
ま
ま
描
写
し
た
人
形
に
対

す
る
の
と
同
様

の
敬
意
、
情

熱
、
興
味
を
も
っ
て
、
彼
ら
は

日
本
人
に
よ
る
異
文
化
を
借
用

し
た
人
形
を
迎
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。

《
融
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特別リポート

だ一方″ノゞ―テ ・イン・カングイ

本誌に「人形気分」を好評連

載中の青山恵一氏と、 7号の表
紙でご紹介した人形作家のたが

わまさき氏の発案で、関西地区

にスポットをあてたドール・パ

ーティ 。イン・カンサイが 2月

に開催された。昔人形館青山と

そのギャラリー のオーナーでも

ある青山氏のコミュニケーショ

ンを大切に思う趣向と気配りに

はいつも感心させられるが、今

回もそのようなアイデアに富む

楽しい内容とな った。

展示は2月 10日 から24日 ま

で、先着順に申し込みのあった

20人の作家が、京都の青山氏の

ギャラリーと、大阪のたがわ氏

の居酒屋ギャラリー「済花舎」

に一体ずつを展示した。展示に

は、関西だけではなく広島や九

州から、また関東から参加する

作家も少なくなく、幅広い作品

が一堂に会し興味深かっ た。そ

れぞれが個性的で完成度も高く、

西日本の作家の底力を感じた。

また、11日 には済花舎でパー

ティを開催した。パー

ティでは展示をした多

くの作家が参加し、こ

ういう会が少ないだけに参加者

も期待に胸を弾ませて集まった

ようだ。一人ずつ作品を手に自

己紹介を行い、アロマの香りの

中で新進作曲家の山本有子さん

の幻想的なピアノライプに魅了

された。私もこの会にご招待に

預かり、関東の作家の活動の様

子などを報告、 ドール・フォー
ラム・ジャバ ンの熱心な愛読者

たちと直接交流することが出来

た。お互い初対面の人も多く、

西日本ではこれを機に新しい

ネットワークができたようであ

る。それぞれが楽 しく有意義に

過ごせた会で、おなかも気持ち

文 小川千恵子

も一杯になった。これを企画し

準備を整えて頂いた青山氏や、

気取らずに味わいの深い手料理

を、これまた凝った手作りの食

器で、たっぶり出して下さった

たがわ夫妻にも心から感謝した

い。 まずは、青山。たがわ両氏
が、自分たちが楽しんでおいし

い思いをしたいと発案したとの

ことで、次回の予定はないそう

だが、今回参加できなくてとて

も残念がっているDFJ会員の
声も届いている。 1回で終わら
ずに、関西の「おもしろがり」の

拠点となってくれれば幸いであ

る。

2月 10日 ～24日    京都・昔人形館青山ギャラリー Kl、  大阪・
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写真上段左 :水谷愛子、右 :滸花舎の会場に集まった人連と

写真下段左 :河野滋子、中 :太山レミ、右 :土井陽子
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特別リポート

ひと″ゞた・カラクダ 層ボット層●

0美術館 (東京・品川区)

このような企画展は、人形に携わ

るそれぞれの立場の者にとってとて

も貴重 だった。やはり平田郷陽や山

本福松、フォコン旧蔵のコレクショ

ン、グループ 七彩のスーパーリアリ

ズムのマネキンと、人形芸術史を語

る上で必ず登場しながら実際になか

なか見られないものの展示があるこ

ともあって、プロのベテランの作家

が何度か足を運んだという話を聞い

たのも、一人、二人ではない。

学芸員の天野氏が語るように、本

来興行や実務のためにつくられたひ

とがたが、こうして美術館に陳列さ

れることなど制作者は思いもつかな

かつただろう。同企画はその希少性

もさることながら、ユニークであっ

たことは、先に述べた ような歴史に

残るひとがたから、アーティストに

よる人形やオブジェ、研究開発用の

試作ロボット、コンピューターを取

り組んだ新進アーティストの実験的

な作品まで、一見脈絡もなく混沌と

した内容が、ひとのかたちを唯―の

共通項 としているということで、ひ

とがたに対する観客自身の思素をそ

れぞれに促しているのではないかと

いうことである。

正直言って、自分の勉強・思素不

足であることを認めた上での感想だ

が、私にとってはまだこの展示内容

文・小川千恵子

を自分の中で系統立てて整理し直

すことができない。芸術的価値観

からひとがた史を見直すには、今

回の内容は範囲が広すぎるのか、

凝りすぎているのか、私にとって

は、どこか物足りない印象が残っ

たの は確かである。パーテーショ

ンにより異なる日常レベルのス

テージが介在したような印象の会

場で、ゆっくりと笑顔で這い回る

等身大サラリーマン・ロボッ ト

「宮田二郎」に、それらを繋ぐ架け

橋のごとき答えの意味を見いだし

てしまうのは、読みすぎだろう

か。

しかし敬服すべきは、天野氏の緻

密なリサーチで、図録に収録され

た関連総合年表は、これから必ず

重要な資料となるだろう。また視

点も時代性に沿って改革的、とい

うよリクリエイティプで、氏の斬

新なコンセプトにより多くの芸術

に関心ある若い人達が訪れたよう

である。

今回の企画を「創作人形批判で

あり、芸術批判であり、美術館批

判である」と語る天野氏には、来

号でDFJに記事を執筆していた
だく予定である。今回の企画を通

しての氏の鋭い洞察を再び誌面で

伺うことができるのを、今から楽

しみにしている。

写真左上 :荒木博士「AS‐R080Y」 ,左下 :太郎千恵蔵「プリンセス・パーティ :1」
写真右上 :フ ランス製マネキン (フ ォコン旧蔵 )、 右中 :鳥光桃代「宮田二郎」、右下グループ七彩
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今
年
は
寒
い
日
が
続
い
た
せ

い
か
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
四
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
未
だ

桜
の
花
は
散
り
き
ら
ず
、
そ
の

可
憐
な
姿
を
枝
の
そ
ち
こ
ち
に

留
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　
い
つ

も
間
際
ま
で
延
ば
し
延
ば
し
に

し
て
し
ま
う
自
分
が
悪
い
の
は

重

々
承
知
し
て
い
る
の

で
す

が
、
こ
の
締
め
切
り
さ
え
な
け

れ
ば
、
今
宵
あ
た
り
最
後
の
夜

桜
見
物
に
絶
好
な
の
に
と
少
し

ば
か
り
恨
め
し
い
気
分
で
い
ま

す
。私
の
こ
の
筆
無
精
は
持
っ
て

生
ま
れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
、

元
来
の
気
の
短
さ
も
手
伝
っ
て
、

文
字
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と
が

ま
だ
る
っ
こ
し
く
て
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
「感
じ
る
」
部
分
を
言

葉

で
言
い
表
そ
う
と
す
る
と
、

自
分
で
も
嫌
に
な
る
く
ら
い
理

屈
っ
ぼ
く
っ
て
硬

い
言
い
回
し

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
不
精
の
本
当

の
原
因
は
何
を
隠
そ
う
、
私
の

悪
筆
に
あ
り
ま
す
。
中
学
生
の

時
な
ど
友
達
に
出
す
年
賀
状
を

わ
ざ
わ
ざ
書
道
の
テ
キ
ス
ト
か

ら
転
写
紙
で
コ
ピ
ー
し
て
笑
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
ワ
ー
プ

ロ
が

一
般

に
出
回
り
始
め
た
と
き
に
は

真

っ
先
に
飛
び

つ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
文
字
が
き
れ
い
に
書
け

る
だ
け
で
な
く
、
読
め
る
け
れ

ど
も
書
け
な
い
漢
字
も
出
て
く

る
し
、
ち
ょ
っ
と
気
障
ッ
た
ら

し
く
て
照
れ
臭
い
よ
う
な
文
章

で
も
不
思
議
と
何
気
に
書

け
る

の
で
す
か
ら
、
私
に
と
っ
て
ま

さ
に
救
い
の
神
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。

今
で
は
ワ
ー
プ

ロ
専
用
機
の

代
わ
り
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
使
い
始
め

た
と
き
の
感
動
は
ワ
ー
プ
ロ
の

比

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
主
に
ワ
ー
プ

ロ
と
帳

簿
管

理
、
そ
れ
に
住
所
録
く
ら
い
に

し
か
使
い
ま
せ
ん
が
、
お
金
に

余
裕
さ
え
あ
れ
ば
何
し
ろ
文
字

や
表
計
算
だ
け
で
な
く
、
音
楽

や
画
像
ま
で
取
り
扱
え
る
の
で

す
か
ら
こ
れ
は
と
て
も
魅
力
的

な
機
械
で
す
。

記
憶
媒
体
も
買

っ
て
の
テ
ー

プ
か
ら
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、

そ
し
て
Ｃ
Ｄ
や
Ｍ
Ｏ
と
ど

ん
ど

ん
容
量
も
大
き
く
な
り
、
取
り

扱
え
る
情
報
も
豊
富
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
先
日
発

売
さ
れ

た
吉
田
良

一
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｏ

Ｍ
写
真
集

「
ア
ナ
ト

ミ
ッ
ク

ド
ー
ル
」
も
以
前
発
表
さ

れ
た

天
野
可
淡
さ
ん

の

「
カ
タ
ン

ド
ー
ル
」
同
様
好
評
な
よ
う
で
、

同
じ
人
形
で
も
原
稿
の
反
射
光

で
見
る
よ
り
も
モ
ニ
タ
ー
の
透

過
光
で
見
る
ピ

ュ
ア
な
色
彩
の

画
像
は
少
女
達
の
透

明
感
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
も
は
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

は
オ
タ
ク
な
オ
ニ
イ
チ
ャ
ン
達

だ
け
の
遊
び
道
具
で
は
な
く
な

り
よ
り
広
い
層
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
、
そ

れ
で
な
く
て
は

伝
え
ら
れ
な
い
表
現
の
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ
る
と

い
う
事
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
最
近
話
題
に
な

っ
て
い

る
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
は
単
に
個

人
ユ
ー
ス
の
領
域
を
越
え
、
電

話
線
を
通
じ

て
世
界
に
イ
ン

タ
ー
ネ

ツ
ト
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
こ
ち
ら
も
ま
だ
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
、
シ
ス
テ
ム

も
や

っ
と
整

い
つ
つ
あ
る
と

い
っ
た
段
階
で
す
が
、
い
ず
れ

近
い
将
来
、
誰
で
も
気
軽
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し

て
回
線
を

使

っ
た
ネ

ツ
ト
上
で
の
展
示
会

や
頒
布
会
、
ま
た
遠
く
離
れ
た

国
の
人
達
と
の
合
同
展
な
ど
も

企
画
さ
れ

る
よ
う
に
な

る
で

し
ょ
う
。

い
つ
で
も
居
な
が
ら
に
し
て

全
世
界
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
簡

便
性
と
発
信
受
信
の
両
方
出

来

る
双
方
向
性
は
、
私
た
ち
が
無

意
識
に
自
身
に
課
し
て
い
る
発

送
の
枠
を
大
き
く
広
げ

て
く
れ

る
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
繊
細
な
立
体
造
形

で
あ
る
が
故
に
限
ら
れ
た
地
域

や
状
況
で
し
か
接
す
る
こ
と

が

で
き
な

い
と
い
う

ハ
ン
デ

を

お

っ
た
人
形
が
、
映
像
と
い
う

形
で
は
あ
る
に
せ
よ
ゞ
物
と

い

う
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ

一
つ

の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
自
由
に

よ
り
広
範
に
触
れ
ら
れ
る

わ
け

で
す
か
ら
、
必
ず
や
私
た
ち
の

意
識
に
何
ら
か
の
揺
さ
ぶ
り
を

引
き
起
こ
す
で
し
ょ
う
。

―
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
テ
ィ
の
中

の
人
形
店
を
覗
い
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
各
国
の
様
々
な
素

材

や
材
料
、
そ
れ
ら
を
使
う
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
載
せ
た
書
籍
や

ビ
デ
オ
が
並
び
、
ま
た
別

の
部

屋
で
は
み
た
い
作
家
の
最
新
作

が
い
つ
で
も
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
そ
れ
ら
は
実

際
に
購

入
す
る
こ
と
も
で
き
、
現
実
の

世
界
で
手
に
入
れ
る
事
も
可
能

で
す
。
―
こ
ん
な
話

も
決
し
て

遠
い
夢
物
語
で
は
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
か
ら
で
も
ま
だ
間

に
合
い
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
散
歩
が
て
ら
今
年
最
後
の
桜

を
見
に
行
く
こ
と
に
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
静
か
に
な
っ
た
公
園

の
夜
桜
の
下
で
、
時
に
は
こ
ん

な
楽
し
い
空
想
に
耽
る
の
も
悪

く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（人
形
作
家
）
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おばけ屋敷店長日記

第5回 嵐の中でキラキラ光る
文・イラスト 摩宮ピノン

今
、
レ
ニ
チ
ヤ
ン
の
事
を
思

い
出
し
て
い
ま
す
。
レ
ニ
チ
ャ

ン
は

フ
ィ
リ
ピ

ン
人

の
ダ

ン

サ
ー
で
し
た
。
こ
の
人
と
の
お

別
れ
の
日
、
「私
、
す
ぐ
に
日
本

に
戻
っ
て
く
る
よ
―
」
と

レ
ニ

チ
ャ
ン
は
言
い
、
再
会
を
ち
か

い
合

っ
た
の
で
す
が
…
。

私
は
三
年
ほ
ど
前
ま
で
祐
天

寺
の
駅
前
で
マ
ー

マ
レ
ー
ド

・

カ

ン
パ

ニ
ー
と

い
う

フ
ア
ン

シ
ー
グ

ッ
ズ
の
店
を
経
営
し
て

い
ま
し
た
。
私
の
描
く
イ
ラ
ス

ト
や
作
る
人
形
の
モ
デ
ル
の
原

型
に
は
、

こ
の
お
店

で
知
り

合

っ
た
人
が
た
く
さ
ん
登
場
し

ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
来
て

く

れ
る
人
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

レ
ニ
チ
ャ
ン
も
そ
ん
な

一
人

で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
お
友
達
を
店
に
連

れ

て
き
て
く
れ
た
レ
ニ
チ
ャ
ン
と

の
最
後
の
日
は
二
人
だ
け
で
静

か
で
し
た
。
「あ
あ
、
こ
の
人
と

は
も
う
会
う
こ
と
は
無
い
の
だ
」

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。　
一
秒

一

秒
が

こ
ん
な
に
も
大
切
っ
て
感

じ
た
事

っ
て
有
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
レ
ニ
チ
ヤ
ン
に
安
物

だ

け
ど
ハ
ー
ト
の
ネ

ツ
ク
レ
ス

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
レ

ニ
チ
ャ
ン
が
お
返
し
に
踊

っ
て

く
れ
た
ダ
ン
ス
は

一
生
忘
れ
ま

せ
ん
。
本
物
の
ダ
ン
サ
ー
じ
や

な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し

た

が
、
そ
の
時
彼
女
は
私
に
と
っ

て
間
違
い
な
く
世
界

一
の
ダ
ン

サ
ー
で
し
た
。

小
学
六
年
生
の
Ｋ
ち
や
ん
は

お
母
さ
ん
と
弟
の
二
人
暮
ら
し
。

世
界
の
ト
ッ
プ
を
き
わ
め

た
父

親
ゆ
ず
り
の
鷹
の
よ
う
に
鋭
い

大
き
な
大
き
な
目
は
会
う
人
す

べ

て

を

引

き

つ
け

ま

す

。

ち
ょ
っ
ぴ
リ
グ
レ
ち
や
ん
で
、

国
の
悪
い
Ｋ
ち
や
ん
は
、
自
分

の
生
ま
れ
の
こ
と
で
悩
ん
で

い

ま
し
た
。
「私
も
お
母
さ
ん
み
た

い
に
な
る
の
か
な
―
」
と
つ
ぶ

や
い
た
時
も
あ
り
ま
し

た
。
大

人
の
身
勝
手
で
嵐
に
巻
き
込
ま

れ
る
子
ど
も
を
何
人
も
見
て
き

ま
し
た
。
Ｋ
ち
や
ん
も

そ
う
で

し
た
。
店
を
た
た
む
直
前
に
嫌
な
こ

と
が
続

い
た
時
、

母
の
日
を

祝

っ
て
く
れ
た
Ｋ
ち
や
ん
、
子

ど
も
の
い
な
い
私
に
と
っ
て
最

初
で
最
後
の
母
の
日
だ

っ
た
の

で
し
ょ
う
。
母
の
日
の
プ
レ

ゼ

ン
ト
は
お
花
と
お
店
の
大
掃
除

で
し
た
。
そ
し
て
私
の
お
店
の

最
後
の
お
客
さ
ん
は
こ
の

Ｋ

ち
や
ん
で
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
、
Ｋ
ち
ゃ
ん
―

日
ピ
混
血
の
ゆ
う
君
は
マ
マ

が
パ
チ
ン
コ
を
始
め
る
と
店
の

前
に
走

っ
て
き
て
叫
び
ま
す
。

「迷
子
だ
よ
―
、
迷
子
だ
よ
―
、

か
わ
い
そ
う
な
迷
子
だ
よ
―
！
」

ゆ
う
君
を
抱
き
し
め
る
と
南
国

の
香
り
が
し
ま
す
。
「
マ
マ
な
ん

か
嫌
い
だ
！
お
ね
え
チ
ャ

ン
の

子
供
に
な
っ
て
あ
げ
る
」
と
言

う
の
に
、
す
ぐ
に
忘
れ
ち
や
う

の
１今
日
も
明
日
も
あ
さ
っ
て
も
、

と
っ
て
も
ひ
ま
そ
う
な
売
れ
な

い
ロ
ッ
ク
の
お
兄
チ
ャ
ン
、　
パ

チ
ン
コ
屋
で
バ
イ
ト
し
て
ま
し

た

っ
け
。
で
も
寒
い
日
で
も
外

回
り

の
仕
事
を
生
き
生
き
と

や

っ
て
い
る
こ

の
人

に
は
、

し

っ
か
り
支
え
て
く
れ
そ
う
な

女
神
様
み
た
い
な
奥
さ
ん
が

い

ま
し
た
。

冬
で
も
白
い
ス
ー
ツ
の
ギ
ン

ギ

ン
な
ヤ
ク
ザ

の
お
じ
さ
ん
、

で
も
話
す
と
と
っ
て
も
テ
レ

屋

さ
ん
な
ん
で
す
。
娘
さ
ん
た
ち

と
家
族
そ
ろ
っ
て
き
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
つ
け
。

あ
あ
、
と
っ
て
も
書
き
き
れ

な
い
！
こ
の
人
た
ち
を
ガ
ル
ー

ダ
に
し
た
い
の
で
す
。
東
洋

の

仏
教
の
天
使
に
。
こ
の
人
達
は
、

皆
真
顔
の
時
ち
ょ
っ
と
け
わ
し

い
ま
な
ざ
し
を
し
て
い

ま
す
。

き
っ
と
他
の
人
よ
り
大
き
な
嵐

に
あ

っ
て
し
ま

っ
た
人
達

で
、

人
生
の
大
波
に
の
ま

れ
た
と
き

の
ガ
ン
バ
リ
が
、
ツ
ッ
パ
リ
が
、

そ
し
て
人
間
不
信
が
あ
の
強
い

目
に
残
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
人
達
か
ら
悪
い
こ
と
を

す
る
人
が
で
た
と
し
て
も
、
私

は
ど
う
し
て
も
そ
の
人
が
好

き

で
す
。
私

の
前
で
座
り
込
み
、

自
分
の
こ
と
を
、
将
来
の
こ
と

を
、
今
の
不
安
感
を
話
し

て
く

れ
た
と
き
、　
一
人

一
人
が
ガ

ル
ー
ダ

（天
使
）
で
し
た
。
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＊

＊

＊

…
　
本
当
は
そ
の
子
の
こ
と
を

最
初
に
書
か
な
く
て
は
い
け
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

ど
う
し
て
も
書
け
な
い
の
で
す
。

実
は
私
の
店
は
放
火
さ
れ
て
終

わ
っ
た
の
で
す
。

人
間
不
信
！
未
だ
に
ど
う
し
て

も
そ
の
子
の
本
心
が
分
か
ら
な

い
。
自
分
を
情
け
な
く
、
無
力

に
感
じ
て
い
ま
す
。　
だ
か
ら
、

せ
め
て
手
帳
の
片
隅
に
こ
の
言

葉
を
書
い
て
、
見
て
は
い
る
毎

日
な
の
で
す
。

「嵐
の
中
で
キ
ラ
キ
ラ
光
る
、

そ
の
光
の
み
私
は
見
ま
す
」

行けな<て残念
会員の方から展覧会のご案内を頂きながら

伺えませんでした。ごめんなさい。またの

ご案内をお待ちしています。

左から :

くる～ぷ結布 第回人形展 (4/16～21 銀座)
原明子ソフ ト・スカルプチュアー展

(4/17～29 富士見市 )
飯塚誠太郎 二人展 (3/20～25 上尾市)

ヽ
ヽ

＼、Lノ
議

，
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写真左上より:バーバラ・アームストロングハンド、アニー・ウォール、ジョー・エレン・トリリング

写真右上 :モニカ

人形美の祭典

リポー ト 小川千息子

去る4月 18日 から21日 まで3日 間、アメリカ・ニューメキシヨ州のサンタ

フェで、現代ドールアートの祭典、第 2回サンタフェ・ ドールアートが開催さ

れた。アメリカ国内だけでなく、ヨーロッパからも参加者が目立ち、世界のド

ールアーチストの新たな交流の場として定着する様子である。

日本からは、ドールフォーラムジャバンを通して参加者を募集し、総勢13名

の参加があった。ユーラシア・ ドールズのブースでは、参加作家や日本からの

委託作品を展示し、大変な好評を得た。「このブースを見ただけで来た甲斐があ

った」と喜んで下さる方も少なくなかった。参加作家の戸田和子さん、中西京

子さん、福田朝子さん、稲辺智津子さんともに作品には感嘆の声が絶えなかっ

た。この好評につき、主催者は来年、日本人作家の特別展示室を設けたい考え

だという。

また、私も日本の作家の作品紹介を兼ねて、日本のドールアートの市場性と

作品発表の方法について講義を行った。最終日の授賞式では、光栄にも今まで

の日本の作家紹介の仕事を認められ、同イベントの特別賞であるウイリアム・ワ

イリー賞を頂く名誉に預かった。

西洋の作家の作品には、いつもそのイマジネーションや表現のおおらかさ、温

かさ、大胆さに感心する。日本人はすぐに表面的な完成度を気にする向きが あ

るが、こういう感性に学ぶものも多い

のではないだろうか。ゲイル・ジマー

のいうように、日本のドールアートを

紹介することが窓ではなくて、 ドアと
な れることを目標にしたいものであ

る。

来年のサンタフェ・ ドールアートも

同時期に開催、ドール・フォーラム・ジ

ャバンでも今秋から冬にかけて参加者

の募集を行う予定。

写真右中 :受賞する筆者、左はピーター・コウ、右にジーン・ワイリーの両主催者に囲まれて

写真右下 (左から)鯨恵寿、中西京子、戸田和子、ダン・フレッチャー、ピーター・コウ、筆者、稲辺智津子、福田朝子
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FROM OVERSEAS
海外より

イヴォンヌ・フリプシ

(オランダ)

とばけた表情のファンタジックなネズミの人

形でヨーロッパで人気を集めるフリプシ。

今号は偶然動物の人形の記事が重なった。そ

れぞれのアイデアや個性が動物の人形にはよ

く反映されているようだ。

彼女はサンタフェ・ドールアートにも参加、

オランダの人形界のパワーを見せてくれた。

こんにちは。私の名前は、イヴォンヌ・フリプシ。オランダから来ました。私

は住民が 3000人 くらいしかいない小さな町に住んでいます。とても静かな
町で、私の家は海に面した堤防の後ろにあります。50メ ートルもいけば、小
さな海岸 に出ます。小さい頃は、大好きなものがたくさんありました。音楽、
パレー、演技等々。

私はずっとウォル ト・ディズニーの漫画を描き続けています。私のねずみの子

供たちは、ここから生まれてきたのかもしれません。

結婚するとすぐ、私はオランダの伝統的技法で絵を描き始めました。16年前、

私の子供がとても小さかった頃、私はバン粘土で人の形を作って、売るように

なりました。自宅でもそれを教えるようになりました。

ベルギーのエッセンでの展覧会に行つたとき、とても美しい人形を見ました。

その時、私は人形を作つてみたいと思ったのです。そして個人レッスンを受け

ました。使ったのは、空気乾燥の素材でした。今、私はフォルモや紙粘土を使

つています。自然な色でロマンチックな形をつくることに力を入れています。

1年間働いた後、私はハーグでの展覧会に行きました。そこで私は 2位を頂い

たことを誇りに思っています。8年前には自分で店を持ち、そこで人形などを

売っています。すべて一体ものです。

4年前には、ヴイスバーデンのユーロドール展覧会で金賞を二つ頂きました。
それからまたユーロドール展覧会のために制作をし、「オクトーバー」という

フ アンタジードールが金賞を頂きました。踊るネズミもその翌年に賞をいた

だき ました。

今や私の人形は世界中を旅しています。とにかく私の人生にとって重要なこと

は、仕事を楽しむこと、人形を作る喜びを感じ、人形に愛情をそそぎ込むこと

です。私のネズミの子供たちは、たくさんの私自身です。彼らと私は同じなの

です。
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LETTERS
イラス ト新連載

私 0人 形 物 語
その① 尋常でない人々
イラスト 渋まり

*前号で自石人形の蔵を紹介 してくださっ
た渋谷翼理子さんに今号から連戦をお願い

しました。愛すべき人形好きのちょっと非

日常的な日常の断片をユーモアこめて描き

ます。
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い
つ
も
か
な
り
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。
隅

か
ら
隅
ま
で
ね
。
「
フ
ロ
ム

・
オ
バ
ー
シ
ー

ズ
」
が
特
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
人
形
の
表

情
が
ね
、
日
本
の
作
家
と

一
味
違

っ
て
い
る

と
こ
ろ
が

（人
形
の
ま
わ
り
で
風
が
動
く
気

分

が
あ
る
と
こ
ろ
が
）
オ
モ
シ
ロ
イ
と
思
い

ま
す
。

先
日
〇
美
術
館

の

「ひ
と
が
た

。
カ
ラ
ク

リ

ｏ
ロ
ボ

ッ
ト
展
」
で
見
た

一
九
二
〇
年
代

の
フ
ラ
ン
ス
製
マ
ネ
キ

ン
も
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
。
（ね
え
、
キ
ミ
）
と
気
楽
に
声
を
か
け

た
く
な
る
微
風
が
ま
わ
り
に
あ
っ
て
好
き
で

し
た
。
　
　
　
　
東
京
都
北
区
　
加
藤
暁
子

さ
ま
ざ
ま
な
人
形
に
対
す
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
見
方
、
意
見
、
そ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
形

作
家
達

・
・
・
。
こ
れ
か
ら
の
制
作
に
勇
気

が
わ
い
て
き
ま
す
。
小
川
さ
ん
の
目
線
は
あ

た
た
か
さ
が
あ
り
、
我
々
制
作
す
る
者
を
は

げ
ま
し
て
下
さ
る
力
が
あ
り
ま
す
。
次
の
個

展
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
小
川
さ
ん
の

ご
活
躍
、
ド
ー
ル

・
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
ジ
ャ
パ

ン
の
発
展
を
お
い
の
り
し
ま
す
。

東
京
都
狛
江
市
　
小
沢
幹
子

い
ま
ま
で

「ぬ
い
ぐ
る
み
」
や

「人
形
」

は
大
好
き
だ

っ
た
け
ど
、
「創
作

。
人
形
」
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
つ
い
最

近
の
こ
と
で
す
。
「い
っ
た
い
ど
こ
に
行
け

ば
創
作
人
形
が
見
ら
れ
る
ん
だ
ア
！
」
。
‥

と
い
う
の
が
、
少
し
前
ま
で
の
夫
の
口
癖
で

し
た
。
実
は
、
こ
の

一
歳
年
上
の
夫
の
方

が
、
「人
形
」
に
燃
え
て

い
る
の
で
す
。
し

か
し
、
ま
だ
Ｄ
Ｆ
Ｊ
を
読
み
始
め
た
ば
か
り

の
私
で
も
、
小
川
さ
ん
の
お
仕
事

っ
て
大
変

だ
な
あ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
よ
く
ぞ
こ

う
い
う
本
を
作
っ
て
下
さ

っ
た
！
と
感
じ
て

い
ま
す
。
載

っ
て
る
人
形
の
レ
ベ
ル
が
ど

れ

も
高
く
て
、
充
実
し
て
い
ま
す
。
夫
は
ホ
ン

ト
に
喜
ん
で
ま
す
！
ぬ
い
ぐ
る
み
で
も
人
形

で
も
市
販
の
も
の
に
満
足
で
き
な
く
て
、
自

分
で
作
り
始
め
た
り
、
既
成
の
も
の
を
改
造

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｄ

Ｆ

Ｊ

の

イ

ン

タ

ピ

ユ
ー

コ

ー

ナ
ー
‥

。
っ
て
。
毎
回
、
個
性
の
強
い

（！
）

タ
イ
プ
も
様
々
な
作
家
さ
ん
と

話
を
す
る

の
っ
て
色
々
ご
苦
労
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

ね
。
８
号
を
読
ん
で
い
て
特
に
そ
う
思
い
ま

し
た
。作
家

の
プ
ロ
と
し
て
の
意
識
と
い
う

か
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
言
葉
の
中
に
感
じ
ま
し

た
ね
。
私
が
、
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー
を
部

分
的
に

声
を
出
し
て
読
む
と
、
夫
は

「お
お
こ
の
人

は
ス
ゴ
イ
ね
え
、
も
の
ご
と
解
う
て
ん
ね
エ

～
」
と
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
ま
す
。

後
の
方
の
画
商
さ
ん
に
つ
い
て
の
彼
女
の
意

見
を
み
て
‥

。
「た
だ
の
人
」
だ
と
か

「何

も
作
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
考
え

（意
見
）

に
つ
い
て
は

…

異
議
有
リ
ア
リ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
が
あ

る
わ
け
で
、
「何
も
作
っ
て

い
な
い
」
ど
こ
ろ
か
流
通
さ
せ
る
仕
事
の
人

は
、
単
に

「お
金
」
だ
け
で
な
く
、
人

と
人

と
の

「出
会
い
」
と
か

「縁
」
も
作
っ
て
い

る
と
思
う
ん
で
す
。
モ
ノ
を
製
造
し
て
も
、

流
通
が
な
か
っ
た
ら
そ
の
も
の
は
生
か
さ
れ

な
い
わ
け
で
す
。
彼
女
は
、
人
間
と
し
て
真

さ
て
、
今
回
の
八
月
号
は
何
か
と
刺
激
的

で
、
私
も
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
に
感
想
と
意
見

を
書
い
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
大
井
要
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー

が
、
良
く
も
悪
く
も
刺
激
と
な
り
　
´
、
私
は
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
強
い
共

感
と
強
い
反
感

を
感
じ
ま
し
た
。
今
号
の
表
紙
を
見
た
瞬

間
、
私
が
快
く
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
大

井
さ
ん

の
感
性
や
考
え
方
が
自
分
と
異
な
る

の
も
、
そ
れ
は
自
然
な
こ
と
で
あ

っ
て
、
仕

方
の
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。　
で
す
か
ら
、

大
井
さ
ん
が
シ

ュ
ー
ル
な
も
の
を
嫌
お
う

と
、
そ
れ
も
ま
た
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
。

確
か
に
私
も
　
「ア
ー
ト
し
て
る
自
己
満
足
」

を
嫌
う
感
覚
は
共
感
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
え
て
し
て
こ
の
よ
う
な

人
に
は
、
自
己
満
足
云
々
以
前
に
た
だ
た
だ

「シ
ュ
ー
ル
な
も
の
」
に
託
さ
れ
た
作
家
の

精
神
性
や
主
張

を
感
知
す
る
た
め
の
（ま
さ

に
、
そ
の
た
め
の
）
レ
ー
ダ
ー
を
、
た
ま
た

ま
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
（あ

る

い
は
関
心
が
な
い
が
ゆ
え
に
）
余
計
に

「シ
ュ
ー
ル
な
も
の
」
に
疎
外
感
を
感
じ
、
そ

れ
を
自
己
満
足
で
あ
る

か
の
よ
う
に
思
っ
て

し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
す
。
（そ
も
そ
も
、
シ

ュ
ー
ル
な
も

の
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
は
、
世
界
疎
外
を

起
こ
す
性
質
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
）
私
が
そ
の
よ
う
な
傾

向
の
人
に
知

っ

て
い
た
だ
き
た
く
思
う
の
は

「結
局
、
あ
な

た
も
自
分
の
好
み
で
判
断
し
て
い
る
部
分
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
と

「貴
女
の
嫌
い
な
作

品
こ
そ
を
好
む
人
だ

っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
は
シ
ュ
ー
ル
な
も

の
も
好
き
で

す
し
、
自
分
が
何
ら
か
の
表
現
を
す
る
と
き

は
、
そ
こ
に
自
己
満
足
を
求
め
る
こ
と
も
あ

ろ
う
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
私
は
そ
れ
が

公
表
さ
れ
る
も
の
の
場
合
、
自
己
満
足
の
た

め
だ
け
の
作
ろ
う
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
こ
の

よ
う
な
も
の
を
求
め
る
誰
か
が
い
る
と
信
じ

る
か
ら
こ
そ
作
る
と
い
う

一
面
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
か
と
言

っ
て
そ
れ
が
万
人
受

け
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

（シ

ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
）
前
衛

芸
術
的
表
現
が
、
他
人
に
享
受
さ
れ
に
く
い

と
い
う
性
質
を
持
う

の
は

否
め
な
い
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
、
時
と
し
て
、
内
的
な
、
魂

の
部
分
が
見
落
と
さ
れ

「外
見
の
異
常
性
だ

け
を

追
求
」
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
と
ら
え

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得

る
こ
り
え
る
よ
う
に
思
い
ま

す

つ
ま
り
、
美

術
表
現

（特
に
抽
象
美
術
）
自
体
が
外
的
表

現
と
内
的
表
現
と
の
融
合
で
あ
り
、
し
か

も
、
前
衛

的
表
現
に
お
け
る
精
神
性
が
、
特

殊
な
次
元

（川
の
向
こ
う
側
の
世
界
？
）
に

存
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
一
部
の
享
受

者
に
は
作
品
の
中
に
精
神
性
が
見
出
せ
ず
、

外
的
表
現
の
奇
抜
さ
の
み
が
目
に
つ
く
と
い

う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
は
、
前
回

の
投
稿
に
書
き
ま
し
た
芝
居
に
対
す
る
評
価

や
感
想
の
中
に
も
、
い
く
つ
か
見
ら
れ

た
も

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
技
術
や
精
神
の
末
熟

さ
も
原
因
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
ま
た
、
自
己

の
魂
と
い
う
べ
き
部
分
は

他
人
に
理
解
さ
れ
な
い
宿
命
を
負
う
と
い
う

点
も
覚
悟
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う

か
。
抽
象
芸
術
表
現
者
は
必
ず
し
も
、
作
品

に
魂
を
吹
き
込
む
こ
と
に
対
し
て
無
関
心
と

い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
，
貴

誌
の
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
が
相
互
に
、
さ

り
げ
な
く
、
討
論
し
て
お

り
、
全
体
と
し
て

たんす。上^
ス%4ハ つ
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剣
に
生
き
て
る
人

（だ
と
思
う
し
）
そ
ん

け

い
で
き
る
人
格
の
持
ち
主
な
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
最
後
ま
で
言
い
た
い
放
題
か
！
？
と

い
う
印
象
を
も
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
感
情

的
な
文
章
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
な
さ

い
。
正
直
な
私
の
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

埼
玉
県
坂
戸
市
　
葛
西
由
理
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欧
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バ
ラ
ン
ス
良
く
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。中
立
の
立
場
の

編
集
セ
ン
ス
に
敬
服
致
し
て
お
り
ま

す
。
す
で
に
次
号

が
楽
し
み
で
す
。

京
都
府
京
都
市
　
福
田
省
吾

前
略

こ
の
度
は
、
貴
誌
に
ご
掲
載
い
た
だ
き
、
光
栄
に

存
じ
ま
す
。仙
台
の
渋
谷
様
に
も
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
渋
谷
様
の
ご
紹
介
は

「別
館
」

部
分
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
「本
館
」
の
方
に
つ
い
て
は
殆

ど
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
厚
か
ま
し
く
も
当

方
で
Ｐ
Ｒ
さ
せ
た
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
館
の

内
容
で
す
が
、
一
階
は
お
み
や
げ
品
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

し
て
、
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
二
十
年
代

～
昭
和
五
十

年
頃
ま
で
の
通
称
「ジ
ャ
ン
ク
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
、
玩
具
や
人
形
な
ど
も
展
示
し
、
更
に
企
画
展

示
を
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。
メ
ー
ン
は
三
階

で
す
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治
大
正

期
の
東
北

各
地
の
土
人
形
を
千
点
く
ら
い
展
示
し
て
い

ま
す
。
仙
台
の

「堤
人
形
」
米
沢
の

「相
良
人
形
」
そ
の

他
の
花
巻

人
形
、
八
橋
人
形
、
中
山
人
形
、
鶴
岡
人
形
の

古
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
節
ご
と
に
、
企
画
展
示

を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
、
こ
の
三
階
部
分
が

メ
ー
ン
会
場
と
な
り
ま
す
。
以
上
概
略
を
申
し
あ
げ
ま
し

た
が
、
当
館
は

「百
間
は

一
見
に
し
か
ず
」
で
す
。
是
非
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

宮
城
県
　
白
石
。人
形
の
蔵
　
　
　
館
長
　
佐
藤
好

一
郎

宮
城
県
白
石
市
城
北
町
四
～
十
八

電
話
　
〇
三
二
四
―
二
六
―

一
四
七
五

23

は
じ
め
て
お
便
り
し
ま
す
。
サ
ー
ニ
ツ
ト
の
講
習
会
で

ノ
ウ

ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
頼
ま
れ
て

作

っ
た
三
体
組
の
胸
像
で
す
。
左
か
ら
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン
＝

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
＝
ヴ
三

ル
フ
リ
ン
、
ア

ル
ン
ス
ト
＝
カ
ツ
シ
ー
ラ
と
い
う
美
術
史
の
偉
い
学
者
だ

そ
う
で
す
。
本
当
に
似
て
い
る
ん
で
し
よ
う
か
、
は

て
。

サ
ー
ニ
ッ
ト
は
扱
い
な
れ
る
と
大
変
楽
し
く
重
宝
な
素
材

で
す
。
更
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
活
動

は
大
変
価
値
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
県
柏
市
　
藤
沢
草
子

■
　
８
号
記
事
中
訂
正
の
お
知
ら
せ

教
室
案
内
◆
福
田
朝
子
人
形
教
室
の
指
導
日
　
第
一
Ｔ
三

月
木
を
、
第

Ｔ

二
月
木
に
　
◆
ア
ー
ト
モ
マ
ー
ユ
の
月

謝
八
千
円
を
九
千
円
に

◆
原
稿
締
切
日
を
四
月
十
日
の
と
こ
ろ
二
月
十
日
と
記
載

し
て
関
係
者
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

■投稿募集
LETTERS/RE∨ IEW 採用分 には リーセはがきセ ッ トを進呈
INFORMA丁 |ON ニ ュースがあ った らお知 らせ くだ さい
近況報告 プロの作家の新作発表の場です。審査有
教室案内 DFJ偶数号に掲載 写真返却不可
展覧会案内 随時受付 写真は後からでも結構です

■ 10号原稿締切 8月 10日 必着 (返却が必要な原稿は返
却希望とお書き下さい)
■ 同封 DM締切  9月 1日 (枚数はお問い合わせください)
■ 10号発行予定 9月 5日
ドール・フォーラム・ジヤバンは年に4回 3月 。6月・9月 12月 に
発行されます。初年度会費は5000円、継続会費は4500円 です。

■ DFJ購 読 方 法
圏□暉圏圏圏圏圏鰺 腱艤饉鶴機鑢麟轍爾魃 輻 蝙 爾麟饉購

ドール・フォーラム・ジヤバンは書店では販売されていません。
購議会員制ですので、下記のいずれかの方法で会費をご送金下さい。
重I;便振替 00170 3 282796
「ドール・フォーラム・ジヤバン」 通信欄に「入会希望」と
お書き下さい

現金書留 または 郵便小為替

■ バ ッ ク ナ ン バ ー
鶴 鰺 辣 躙 鰈 隋 鰈 躙 饒 蝙 輻 魃 輻 蠅 褥 粽

会員 1部 1000円 非会員 1400円 (送料込
5号 (後藤朝子)、 6号 (四谷シモン)、 7号 (たがわまさき)
8号 (大井要)

ドール・フォーラム・ジャバン第 9号  1996年 5月 24日 発行
編集発行  ドール・フォーラム・ジヤバン事務局
〒189 1東京都東村山市久米川町3-27-57 8 0423-95-7547 FAX0423-95-7975
編集責任者 小川千息子
印刷 株式会社  日出島

ドール・フォーラム・ジャバンはユーラシア・ドールズのスポンサーシップにより運営さ
れています

編集後記
◆ 今号はニュースが一杯、いかがでしたでしょうか?
前号では大井要さんの歯に衣きせぬ痛快な論調に賛否両

論、ご意見からお手紙までたくさん頂き ました。「あそこ

までいわなくても…」という意見から、「私とまったく同

じ事を考えている」「彼女の意見は耳に痛いけど、真実だ」

など。投稿欄のお手紙にもそれぞれにお答えしたかった

のですが、時間と誌面の少なさ故、ここで 端折っておこ

たえすることをお許し下さい。まず、葛西さんへ、私はイ
ンタビューで精神的苦痛を感じたことはありませんので

ご安心下さい。心配して下さってありがとう。私はかえっ

て、皆さんの代表として作家と直に色々な話をすること

が出来るの で、どのような発言にあっても贅沢な思いを

させてもらっていると思っていま す。福田さんへ、てい

ねいな長いお手紙をどうもありがとう (掲載文は一部で

す)。 確かに一般にシュールなものに対する偏見はあるか

もしれませんね。そ ういう意味であなたのご指摘は正し

いと思います。大井さんがどのようにお考えになるか分

かりませんが、私に関して言えばシュールな表現をする

だけの必然性がよく理解できずに戸惑うことが多いのは

確かです。表現の説得力の問題 なのでしょうか。またい

つかゆっくり考えてみたい課題です。

◆ さる4月 10日 にチョットチャットを渋谷でしまし
た。連絡の悪さで関心のあるみなさまにご迷惑をおかけ

して申し訳ありません。 6月 からも一応予定しています

のでご興味のある方は別紙のお知らせをごらんの上お越
し下さい。お会いできるのを楽しみにしています。

ドール・フォーラム・ジヤパン編集事務局長 小川千恵子

本誌掲載の記事・写真の、無断掲載を禁じます
DOLL FORUM JAPAN 3・ 27-57 KUMECAWA,HIGASHIMURAYAMA,TOKY0 189 JAPAN  tel+81423‐ 95‐ 7547● x+81‐423-957975
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ドールズの通信販売

ドール限定モデル

ボンボンペビーとうさぎベビー

現代入形初めての名鑑

GRAPHiC
クラフトアー ト人形篇

ユーラシア

ワヽヽ
ヽ

少女の夢を形にしたような三輪輝子デザインのビスクドールを DFJ会員に特別にご紹介いたします

共に29cm素材 :ビスク (顔・手・足)、 クロスボデイ、プラスチックビーズ、髪 :化繊

DFJ会 員特別提供価格 :ボ ンボンベビー (左)23400円 (一般小売価格 26000円 )

うさぎベビー (右)23400円 (一般小売価格 26000円 )

7800円             
マリア書房

DFJ会員には送料 (520円 )をサービス

全国216人の現代人形作家の作家の最近作を、ジャンルを

越え一人 1頁フルカラーで紹介。

略歴・コメントも掲載

お求めにはDFJ会員用のお申し込み用紙をご利用になるか、電話でお申し込みください (会員番号をお告げください)。

IEU【】RAS】【ハ、】D(0)lL】LS
ユーラシア・ ドールズ 189 東京都東村山市久米川町 3-27-57

te1 0423-95-7547 fax 0423-95-7975
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